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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】
（はじめに）

当社（旧ユニバーサルテクノス株式会社）は、平成10年４月１日を合併期日として旧ユニバーサル販売株式会社

を吸収合併し、同日付をもって商号をアルゼ株式会社に変更いたしました。この合併は、旧ユニバーサル販売株式会

社の１株の額面金額を500円から50円に変更するためであり、また商号変更は、当社の将来の業容拡大に備え、より

一層の発展を期するためのものであります。

合併前の当社は、所有する不動産を旧ユニバーサル販売株式会社に賃貸することを唯一の事業とし、また事業規

模も旧ユニバーサル販売株式会社と比較して小規模であったため、合併後も企業の実態は旧ユニバーサル販売株式

会社がそのまま存続しているのと同様の状態であります。従って以下の記載におきましては、特段の記載がない限

り、実質上の存続会社に関して記載しております。

なお、創業以来、今日に至るまでの会社の変遷を図示すると、以下のようになります。
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１【主要な経営指標等の推移】

(1）連結経営指標等

回次 第36期 第37期 第38期 第39期 第40期
決算年月 平成21年３月平成22年３月平成23年３月平成24年３月平成25年３月

売上高 （百万円） 19,993 39,526 45,019 74,858 99,182

経常利益又は経常損失（△） （百万円） △13,224 1,151 6,643 33,368 44,873

当期純利益又は当期純損失

（△）
（百万円） △14,808 18,626 4,468 31,380 27,449

包括利益 （百万円） － － △5,494 27,569 37,336

純資産額 （百万円） 112,838127,314120,922131,336163,393

総資産額 （百万円） 145,761144,616139,946151,813218,197

１株当たり純資産額 （円） 1,362.231,596.031,524.231,756.252,216.09

１株当たり当期純利益金額

又は１株当たり当期純損失金

額（△）

（円） △185.26 233.22 56.16 401.79 372.84

潜在株式調整後１株当たり当

期純利益
（円） － － － 401.73 －

自己資本比率 （％） 74.7 87.9 86.4 86.0 74.5

自己資本利益率 （％） △11.6 15.8 3.6 25.0 18.7

株価収益率 （倍） － 5.8 43.5 4.6 5.0

営業活動によるキャッシュ・

フロー
（百万円） △16,070 11,556 26,159 38,999 28,088

投資活動によるキャッシュ・

フロー
（百万円） △34,912 △2,523 △1,768 △6,321 △22,060

財務活動によるキャッシュ・

フロー
（百万円） 297 △16,269 △92 △14,480 △3,213

現金及び現金同等物の期末残

高
（百万円） 14,177 5,877 29,432 46,408 52,778

従業員数

［外、平均臨時雇用者数］
（人）

1,167

[47]

904

[83]

866

[89]

839

[94]

1,002

[87]

  （注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、第36期については、１株当たり当期純損失であり、また、

希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。第37期、第38期及び第40期につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３．株価収益率については、第36期は１株当たり当期純損失が計上されているため、記載しておりません。
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(2)提出会社の経営指標等

回次 第36期 第37期 第38期 第39期 第40期
決算年月 平成21年３月平成22年３月平成23年３月平成24年３月平成25年３月

売上高 （百万円） 9,904 32,354 43,582 73,597 98,243

経常利益又は経常損失（△） （百万円） △6,168 3,466 5,562 25,622 37,889

当期純利益又は当期純損失

（△）
（百万円） △10,098 △5,763 5,635 27,036 22,453

資本金 （百万円） 3,446 3,446 3,446 98 98

発行済株式総数 （株） 80,195,00080,195,00080,195,00080,195,00080,195,000

純資産額 （百万円） 97,506 91,432 96,132 105,236121,718

総資産額 （百万円） 130,141107,429114,742124,617167,836

１株当たり純資産額 （円） 1,217.961,145.731,211.581,415.901,658.35

１株当たり配当額

（内１株当たり中間配当額）
（円）

－

(－)

－

(－)

30

(－)

100

(70)

50

(30)

１株当たり当期純利益金額

又は１株当たり当期純損失金

額（△）

（円） △126.33 △72.16 70.84 346.17 304.99

潜在株式調整後１株当たり当

期純利益金額
（円） － － － 346.11 －

自己資本比率 （％） 74.8 85.0 83.7 84.4 72.5

自己資本利益率 （％） △9.6 △6.1 6.0 26.9 19.8

株価収益率 （倍） － － 34.5 5.4 6.1

配当性向 （％） － － 42.3 28.9 16.4

従業員数

［外、平均臨時雇用者数］
（人）

233

[15]

749

[25]

744

[39]

759

[48]

794

[45]

（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、第36期及び第37期については、１株当たり当期純損

失であり、また、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。また、第38期及び

第40期については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３．株価収益率については、第36期及び第37期は１株当たり当期純損失が計上されているため、記載しておりま

せん。

 

EDINET提出書類

株式会社ユニバーサルエンターテインメント（旧会社名　アルゼ株式会社）(E02452)

有価証券報告書

  4/113



２【沿革】

年月

事項
株式会社ユニバーサルエンターテインメント
旧社名：アルゼ株式会社（ユニバーサル販売株式
会社、ユニバーサルテクノス株式会社）

株式会社ユニバーサル

昭和44年12月 ジュークボックスのリース業を目的として栃木

県小山市間々田2515番地にユニバーサルリース

㈱を設立

昭和45年７月 遊戯機械の製造を目的として同地に工場を建設

し製造を開始

昭和46年10月 商号を㈱ユニバーサルに変更

昭和47年６月 工場隣接地に土地を購入し、工場を新設

昭和48年６月 ㈱ユニバーサルの販売部門を分離独立させ、ユニ

バーサル技研㈱を設立し、業務開始

 

昭和50年５月 東京都台東区上野５丁目11番１号にユニバーサル

技研㈱の本社を移転し、商号をユニバーサル販売

㈱に変更

 

昭和50年９月 大阪府吹田市に大阪営業所を開設 栃木県小山市に新工場を建設し、以後ここを拠点

として本格的に各種のゲームマシンの製造を開

始

昭和51年11月愛知県名古屋市中区に名古屋営業所を開設  

昭和53年４月 東京都中央区日本橋堀留町に、ユニバーサルビル

を建設、ユニバーサル販売㈱の本社を移転

 

昭和54年12月㈱ユニバーサルの開発部門を分離独立させ、ユニ

バーサルテクノス㈱を設立し、業務開始

 

昭和55年３月 栃木県小山市第三工業団地内に、新工場（小山第

二工場）を建設、移転し、ゲームマシンの製造か

ら風俗営業業界の回胴式マシーンへ進出

昭和56年１月 福岡県福岡市博多区に福岡営業所を開設  

昭和57年５月 北海道札幌市白石区に北海道営業所を開設  

昭和58年２月 宮城県仙台市に仙台営業所を、鹿児島県鹿児島市

に鹿児島営業所を開設

 

昭和58年８月 新潟県新潟市に新潟営業所を開設  

昭和60年６月 青森県青森市に青森営業所を、香川県高松市に四

国営業所を、兵庫県神戸市中央区に神戸営業所を

開設

 

昭和60年７月 広島県広島市中区に広島営業所を、岡山県岡山市

に岡山出張所を開設

 

昭和60年10月栃木県宇都宮市に北関東営業所を開設  

昭和61年７月 東京都中央区日本橋浜町に、ユニバーサルテクノ

ス㈱本社ビルを取得、移転

 

昭和63年４月 東京都港区高輪にユニバーサル販売㈱本社ビルを

建設

鳥取県米子市に新たな生産拠点として米子工場

を取得、同工場にてアミューズメント機の生産を

開始

昭和63年５月 静岡県静岡市に静岡営業所を開設  

昭和63年９月 大分県大分市に大分出張所を開設  

平成２年７月 石川県金沢市に金沢出張所を開設  

平成２年９月 福島県郡山市に郡山出張所を開設  

平成４年４月 熊本県熊本市に熊本出張所を開設  
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年月

事項
株式会社ユニバーサルエンターテインメント
旧社名：アルゼ株式会社（ユニバーサル販売株式
会社、ユニバーサルテクノス株式会社）

株式会社ユニバーサル

平成４年７月 埼玉県大宮市に埼玉営業所を、神奈川県横浜市港

北区に神奈川営業所を、千葉県千葉市中央区に千

葉営業所を開設

 

平成４年８月 京都府京都市下京区に京都営業所を開設  

平成５年４月 ユニバーサル販売㈱が㈱ユニバーサルを吸収合併 ユニバーサル販売㈱との合併により消滅

平成５年７月 東京都港区高輪のユニバーサル本社ビルに本社を移転

平成６年４月 茨城県水戸市に水戸営業所を開設

平成10年４月 ユニバーサルテクノス㈱はユニバーサル販売㈱を吸収合併の上、商号をアルゼ㈱に変更し、東京都江東

区有明に本社を移転

平成10年９月 日本証券業協会に株式を店頭登録

平成12年10月Aruze USA, Inc.（現連結子会社）の株式取得

平成12年10月Aruze USA, Inc.がValvino Lamore, LLCへ出資

平成12年11月日本アミューズメント放送㈱（現連結子会社）の株式取得

平成13年２月 千葉県四街道市に四街道テクノセンターを新設

平成13年11月ワイズテック㈱（現非連結子会社）を設立

平成14年６月 ㈱ピートゥピーエーの株式取得

平成14年９月 Valvino Lamore, LLCの全保有株式をWynn Resorts, Limitedへ現物出資

平成14年11月ノーチラス㈱（アルゼグローバルトレーディング㈱へ商号変更）の株式取得

平成15年10月北京アルゼ開発有限公司（現非連結子会社）設立

平成16年６月 米国ネバダ州にてゲーミング機器製造者ライセンスを取得し、Universal Distributing of Nevada,

Inc.（現Aruze Gaming America, Inc.）の株式取得について承認を受ける

平成16年12月日本証券業協会への店頭登録を取消し、ジャスダック証券取引所に株式を上場

平成16年12月米国ミシシッピ州にてゲーミング機器製造者ライセンスを取得し、Universal Distributing o

f Nevada, Inc.の株式取得について承認を受ける

平成17年１月 豪州子会社及び南アフリカ子会社を有するUniversal Distributing of Nevada, Inc.の株式を取得

し、この３社を連結子会社とした

平成17年２月 ワイズテック㈱（現非連結子会社）より営業の全部を譲受

平成17年３月 Wynn Resorts, Limited及びその子会社が米国ネバダ州にてカジノ運営ライセンスを取得

平成17年７月 豪州南オーストラリア州でゲーミングライセンスを取得

 平成18年５月 南アフリカ共和国全９州でゲーミングライセンスを取得

 平成18年５月 アルゼ分割準備㈱を設立

 平成18年７月 米国ネバダ州にてゲーミング機器製造者ライセンスを取得（無期限更新可能）

平成18年10月㈱特許情報開発を設立

平成19年４月

 

 

平成19年９月

平成19年10月

 

平成20年１月

平成20年２月

海外カジノ向けゲーミング機器事業をAruze Gaming America, Inc.に事業譲渡

携帯サイト運営事業を会社分割し、アルゼメディアネット㈱を新設

豪州ニューサウスウェールズ州でゲーミングライセンス取得

㈱ジャパン・レンタルサービス（アルゼレンタルサービス㈱へ商号変更）の株式取得

パチスロ・パチンコ事業の販売部門をアルゼマーケティングジャパン㈱（旧㈱システムスタッフ）

に、同事業の開発部門を㈱セブンワークス（旧アルゼ分割準備㈱）に会社分割により承継

米国オレゴン州でゲーミングライセンス取得

ARUZE Investment Co.,Ltd.（現連結子会社）を設立
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年月

 事項

株式会社ユニバーサルエンターテインメント

旧社名：アルゼ株式会社（ユニバーサル販売株式会社、ユニバーサルテクノス株式会社）

平成20年６月

平成20年８月

 

 

平成21年２月

 

平成21年３月

平成21年６月

平成21年11月

平成22年３月

　

平成22年４月

　

平成22年６月

平成23年10月　

委員会設置会社へ移行

フィリピンにおいてカジノリゾートを運営するためのプロビジョナルライセンスを取得

Aruze Gaming America, Inc. が第三者割当増資を実施。また、当社所有の Aruze Gaming America,

Inc. 株式の一部を譲渡

アルゼマーケティングジャパン㈱を存続会社としてアルゼグローバルトレーディング㈱、アルゼレン

タルサービス㈱、㈱セブンワークスを吸収合併

当社所有の Aruze Gaming America, Inc. 全株式を譲渡

当社を存続会社として、アルゼマーケティングジャパン㈱を吸収合併

商号を㈱ユニバーサルエンターテインメントへと変更

フィリピンにおいて、当社グループのカジノプロジェクト（マニラ ベイ リゾーツ）が経済特区認定

を受けるとともに、カジノ事業の外資規制が解除された。　

ジャスダック証券取引所と大阪証券取引所の合併に伴い、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（現　大阪証券

取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード））に上場　

監査役会設置会社へ移行　

当社を存続会社として、アルゼメディアネット㈱を吸収合併　
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３【事業の内容】

当社の企業集団は、当社及び子会社32社により構成されており、パチスロ・パチンコ機等の遊技機及びその周辺機

器の開発・製造・販売を主たる業務としているほか、メディア事業、放送事業等を行っております。

当社の企業集団が営む事業内容と、当社と各社の当該事業に係る位置づけ並びにセグメントとの関係は、以下のと

おりであります。（平成25年３月31日現在）

セグメントの名称 主要な事業内容 会社名

パチスロ・パチンコ事業

パチスロ・パチンコ機の開発・製造
当社、㈱メーシー、㈱エレコ、㈱ミズホ、㈱

アクロス

パチスロ・パチンコ機の販売、周辺機器の

開発・製造・販売、部材ユニット調達
当社

その他

　

 

 

 

カジノリゾート

事業 

 

 

　

投資管理 Aruze USA, Inc.

土地保有会社への投資 EAGLE Ⅱ HOLDCO, INC. 

 土地の保有 EAGLE Ⅰ LANDHOLDINGS, INC.

 開発・管理
TIGER RESORT, LEISURE AND

ENTERTAINMENT, INC.

 メディア事業 　 当社

 放送事業 日本アミューズメント放送㈱

IT開発事業 ㈱UEテック

将棋通信対局運営管理 日本将棋ネットワーク㈱

レストラン事業 KO Dining Group Limited　

※上記のほかに連結子会社が８社あり、非連結子会社で持分法非適用会社が12社あります。

　

以上の状況についての事業系統図は以下の通りであります。（平成25年３月31日現在）　
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　　無印　連結子会社　　　　　18社

　　※    非連結子会社　　　　14社
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４【関係会社の状況】

名称 住所
資本金
（百万円）

主要な事業の内容

議決権の所
有割合又は
被所有割合
（％）

関係内容

（親会社）

Okada Holdings Limited

（注）４

中国（香港）
千HK$

9,362,968
有価証券投資等

被所有

74.2

(74.2)

　

岡田ホールディングス合

同会社

（注）３

東京都江東区 10不動産賃貸等
被所有

74.2

当社の従業員が役員を

兼任しております。　

（連結子会社）

Aruze USA, Inc.

（注）５

米国ネバダ州
千US$

260,000
その他 100.0役員の兼任あり。

その他17社（注）６      

（注）１.「主要な事業の内容」欄には、セグメントの名称を記載しております（親会社を除く。）。

２.議決権の所有割合又は被所有割合の（　）内は、間接所有割合で内数であります。

３.平成22年10月８日において、当社取締役会長岡田和生及び当社取締役岡田知裕らから当社普通株式

54,410,800株を現物出資により取得したことにより、当社の親会社となっております。

４.平成22年10月８日において、当社取締役会長岡田和生及び当社取締役岡田知裕らから岡田ホールディング

ス合同会社の社員持分の全部を現物出資により取得したことにより、当社の親会社となっております。

５.特定子会社に該当しております。

６.連結子会社その他17社のうち、㈱メーシー、㈱エレコ、㈱ミズホ、日本アミューズメント放送㈱、㈱ピートゥ

ピーエー、EAGLE Ⅰ LANDHOLDINGS,INC.、EAGLE Ⅱ HOLDCO,INC.、Pananio Limited、Brontia Limited、

Universal Entertainment Hong Kong Limited、Universal Entertainment Korea co.,ltd、TIGER RESORT,

LEISURE AND ENTERTAINMENT,INC.は、特定子会社に該当しております。
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５【従業員の状況】

(1)連結会社の状況

 平成25年３月31日現在

セグメントの名称 従業員数（人）

パチスロ・パチンコ事業 　 630 (68)

　報告セグメント計 　 630 (68)

その他 　 172 (3)

全社（共通） 　 200 (16)

合計 　 1,002(87)

（注）１．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、年間の平均人員を（　）外数で記載しております。

２．全社（共通）として記載されている従業員数は、管理部門に所属しているものであります。

３. 前連結会計年度末に比べて従業員数が163名増加しておりますが、主な理由は当連結会計年度において、KO

Dining Group Limited等を新たに連結の範囲に含めているためであります。　

 

(2)提出会社の状況

 平成25年３月31日現在

従業員数（人） 平均年齢 平均勤続年数 平均年間給与（円）

 794 (45) 37才　5ヶ月 6年　10ヶ月 7,410,433

　 

セグメントの名称 従業員数（人）

パチスロ・パチンコ事業 　 571 (30)

　報告セグメント計 　 571 (30)

その他 　 23 (－)

全社（共通） 　 200 (15)

合計 　 794 (45)

（注） １.従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、年間の平均人員を（　）外数で記載しております。

 ２.平均年間給与は、賞与及び基準外賃金を含めております。

 ３.全社（共通）として記載されている従業員数は、管理部門に所属しているものであります。

 

(3)労働組合の状況

労働組合は結成されておりませんが、労使関係は円満に推移しております。
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第２【事業の状況】

１【業績等の概要】

（1）業績

　当連結会計年度における世界経済は、米国における景気は緩やかに回復が続いておりますが、欧州における景気は弱

含んでおり、一部の国々における財政の先行きに対する不安による金融面への影響が懸念されております。また、中国

やインドにおける景気の拡大は鈍化傾向にあります。 

　わが国の経済は、東日本大震災の復興需要が景気の下支えとなり、世界経済の減速やデフレ等の影響を受けながらも

企業収益や雇用情勢に改善の兆しが見えつつあります。また、円高の是正や株価の回復などによる景気回復への期待

感も高まっており、実体経済への反映が期待されております。

　そのような中、当社グループの主力事業であるパチスロ・パチンコ事業においては、６月に市場導入を開始したパチ

スロ機『バジリスク～甲賀忍法帖～Ⅱ』を始め、『ドンちゃん祭』『SLOT牙狼』、『ミリオンゴッド-神々の系譜

-ZEUS ver.』など、多くのヒット機種を生み出しました。

　これらの結果、売上高は99,182百万円（前年同期比　32.5％増）、営業利益は35,897百万円（前年同期比　36.2％増）

と前期を上回る実績となりました。

　また、持分法による投資利益5,636百万円を計上しておりますが、「(追加情報)（訴訟）」に記載の通り、当連結会計

年度末をもって、ウィン・リゾーツ社（NASDAQ:WYNN）を持分法適用対象から除外しております。

　以上の結果、経常利益は44,873百万円（前年同期比　34.5％増）、当期純利益は27,449百万円（前年同期比　12.5％

減）となりました。

　また、株主様への利益還元として、平成24年９月末日時点の株主様に対して実施した1株当たり30円の配当に続き、平

成25年３月末日時点の株主様に対し、１株当たり20円の配当を行うこととしております。

　なお、事業セグメント別の業績は以下の通りであります。各業績数値はセグメント間売上高または振替高を調整前の

金額で記載しております。

　

　 

①パチスロ・パチンコ事業 

　パチスロ・パチンコ市場においては、長引く景気停滞の状況下で、依然としてパチンコ市場は、低玉貸営業の定着お

よび拡大やユーザーを牽引する長期間稼働を維持する大型タイトルの不在などにより、ユーザー数がさらに減少す

る傾向が続いており、稼動は低下し、設置台数も減少しております。

　一方、パチスロ市場は、主軸であるＡＲＴ機に加えて、新たにＡＴ機が多機種導入されたこともあり、稼働は安定し

ており、設置台数の増加が続いております。

　当期においては「市場活性化を推進させるチャレンジ」を方針とし、ホールへ多種多様なユーザーの集客機会をつ

くることを念頭に、販売体制および販売活動の強化とプロモーション活動を行ってまいりました。

　当期は安定したユーザーファンを持つパチスロ機『バジリスク～甲賀忍法帖～Ⅱ』や大型版権を使用した『SLOT

牙狼』、また大型タイトル『ミリオンゴッド－神々の系譜－ZEUS ver.』に加えて、４号機時代に一大ブームを引き

起こした技術介入性がある『クランキーコレクション』など、新規ユーザーや休眠ユーザーまで幅広いユーザーを

集客できる、様々なコンセプトを持つパチスロ機の販売、導入を行いました。

　以上の結果、当連結会計年度におけるパチスロ機の導入台数は約236千台となり、パチスロ・パチンコ事業の売上高

は、96,203百万円（前年同期比　33.3％増）、営業利益は45,705百万円（前年同期比　41.3％増）となりました。
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②その他

　メディアコンテンツ事業においては、最新パチスロ機『バジリスク～甲賀忍法帖～Ⅱ』『ドンちゃん祭』『SLOT牙

狼』『ミリオンゴッド－神々の系譜－ZEUS ver.』のシミュレーターアプリの配信や、会員制モバイルサイト「ユニ

バ王国」のスマートフォン対応を行ってまいりました。中でも『バジリスク～甲賀忍法帖～Ⅱ』シミュレーターは依

然ランキング上位を維持する等、好評を頂いております。モバイルコンテンツ市場がフィーチャーフォンからスマー

トフォンへ移行する中、積極的にスマートフォンへの移行を推進したことにより、スマートフォンでの売上は前年比

約159％増となり、メディアコンテンツ事業の売上は前年比約8%増となりました。

　パチンコ・パチスロ専門チャンネル「パチンコ★パチスロＴＶ！」を運営する日本アミューズメント放送株式会社

におけるスカパー！放送事業についてはスカパー！自体の大幅な全体加入件数減少の影響を受け前年度に比べ減少

いたしました。しかしながら10月からHD放送を開始し、高画質な映像をより多くのユーザーに提供できるようになり

ました。

　サイマル放送事業ではケーブルテレビ大手のJCN,レオパレス２１加入者向けサービス「LEONET」への配信開始並び

にひかりTV等の加入件数も伸びたことから前期に比べ約57%増の売上となっております。

　また、インターネットやビデオ・オン・デマンドのコンテンツ配信事業においては新規サービスへの配信やスマー

トフォンなどへの既存サービスの拡大を行い、前期に比べ約25％増の売上となっております。

　また、11月には「GyaO!ストア」において、パチンコ★パチスロＴＶ！のオリジナル番組「嵐・梅屋のスロッターズ

☆ジャーニー」が年間視聴ランキングの総合部門で第３位、パチンコ・パチスロ部門では第１位に輝きました。

　番組の編成内容については10月に大きく改編を行い、ユーザーニーズや市場動向を取り入れた新番組を５番組開始

しております。

　以上の結果、当連結会計年度におけるその他の売上高は、3,030百万円(前年同期比　2.7％増)、営業損失は1,216百万

円(前年同期　営業損失255百万円)となりました。

　 

  

（2）キャッシュ・フロー

当連結会計年度末における現金及び現金同等物の残高は52,778百万円となりました。また、当連結会計年度末に

おける各キャッシュ・フローの状況及び主な増減要因は次のとおりであります。

＜営業活動によるキャッシュ・フロー＞

営業活動によるキャッシュ・フローは、28,088百万円の収入（前年同期38,999百万円の収入）となりました。こ

れは、税金等調整前当期純利益43,133百万円（前年同期34,096百万円）計上したことに加え、仕入債務の増加額

7,045百万円及び売上債権の増加額8,099百万円によるものです。

＜投資活動によるキャッシュ・フロー＞

投資活動によるキャッシュ・フローは、22,060百万円の支出（前年同期6,321百万円の支出）となりました。これ

は、主に有形固定資産の取得による支出11,434百万円によるものです。

＜財務活動によるキャッシュ・フロー＞

財務活動によるキャッシュ・フローは、3,213百万円の支出（前年同期14,480百万円の支出）となりました。これ

は、主に短期借入金の増加8,809百万円、配当金の支払額4,430百万円及び自己株式の取得による支出1,532百万円に

よるものです。
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２【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

当連結会計年度の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当連結会計年度

（自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日）

前年同期比（％）

パチスロ・パチンコ事業（百万円） 95,978 142.9

その他（百万円） 2,813 153.6

合計（百万円） 98,791 143.2

（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2）受注状況

当連結会計年度の受注状況をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高（百万円） 前年同期比（％）
受注残高
（百万円）

前年同期比（％）

パチスロ・パチンコ事業 96,210 134.0 67 111.8

その他 2,979 111.9 － －

合計 99,189 133.2 67 111.8

（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(3）販売実績

当連結会計年度の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当連結会計年度

（自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日）

前年同期比（％）

パチスロ・パチンコ事業（百万円） 96,203 133.3

その他（百万円） 2,979 111.9

合計（百万円） 99,182 132.5

（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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３【対処すべき課題】

①パチスロ・パチンコ事業

パチスロ市場においては、ユーザーにとって魅力のある出玉性能と多種多様なゲーム性を持つＡＲＴ機能を搭載し

たパチスロ機に加えて、新たにＡＴ機能を搭載したパチスロ機が加わり、設置台数は増加傾向にあります。

　集客力あるパチスロ機はホール経営の貢献度が高くなっており、今後も増加傾向がさらに進むと考えられ、当社グ

ループは様々な工夫と、新しい技術を積極的に取り入れることによって、性能が優れ、魅力あふれる機械の提供を引き

続き行ってまいります。

　　　

②特許戦略

　かねてから当社グループは、知的財産の創出と保護の重要性を認識し、特許申請書類の標準化などによって、より多

くの優れた発明の権利化のための仕組み作りを進めてまいりました。また、それぞれの発明を技術分野ごとに取りま

とめて出願する体制を確立することにより、申請書類の内容を充実させ、出願数に対する登録数の割合の向上を図っ

てまいりました。

　当社が取得した特許及び特許出願中の技術は、他社と比較しても極めて有効で実利的な内容であり、これらを最大限

自社製品の開発に生かし、製品付加価値を向上させることで、他社製品と技術面での差別化を図り、当社グループの事

業における優位性を確保してまいります。更に、特許ライセンス収入の確保を目的とした、特許活用戦略及び権利侵害

に対する権利行使を強力に推進してまいります。

　　

③カジノリゾート事業

当社グループは、今後の成長エリアをアジアに求め、国を挙げて観光業を推進するフィリピンでのカジノ・リゾー

トの開発計画を進めており、当社グループは引き続きこの事業を着実に進展させ、将来の収益につなげてまいります。

　

　

　

４【事業等のリスク】

有価証券報告書に記載した事業の状況、経理の状況に関する事項のうち、投資家の判断に影響を及ぼす可能性の

ある項目は、以下のようなものがあります。当社グループは、これらのリスク発生の可能性を認識した上で、発生の

回避及び発生した場合の対応に努める方針でありますが、以下の記載は当社グループの事業に関するリスクを全て

網羅するものではありません。

 

(1)パチスロ・パチンコ事業

パチスロ・パチンコ事業においては、「風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律」に基づき、国家公

安委員会規則（遊技機の認定及び型式の検定等に関する規則）で定められた「技術上の規格」に適合することが

必要であり、機械ごとに指定試験機関（一般財団法人保安通信協会）による型式試験及び各都道府県の公安委員

会の型式検定を受けております。これらの法律・規格の改廃が行われた場合においても、当社は業界の動向及び他

社申請状況の分析に基づき、計画的、戦略的に申請を実行いたしますが、行政当局の指導や業界による自主規制な

どにより大きな変更を余儀なくされた場合には、当社グループの業績は影響を受ける可能性があります。

　また、業界における嗜好性等の変化、所得状況を含む国内の景気動向により、当社グループの業績は影響を受ける

可能性があります。

　

(2)カジノリゾート事業　

当社グループは、フィリピンにおいてカジノ・ホテル・リゾート事業を進めていくため、用地を取得済みであり、

営業認可に向けた具体的な手続きを進めているところであります。また、経済特区認定・外資規制の解除も得てお

り、今後も設備投資を進めてまいります。当事業については、海外で行う事業となるため、現地の事業環境の変化な

どにより、当社グループの施設や業績が影響を受ける可能性があります。

　

(3)為替リスク

　当社グループの連結財務諸表の作成にあたっては、グループ内の海外関係会社について各社の外貨建て損益及び

資産・負債を円換算して連結財務諸表に取り込むことから、為替レートの変動により、当社グループの業績は影響

を受ける可能性があります。　
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(4)訴訟関係

　当社グループでは係争中の案件が複数有り、これら訴訟の判決結果によっては、当社グループの業績は影響を受け

る可能性があります。引き続き、訴訟リスクの回避に継続して努力してまいりますが、第三者から新たに提訴された

場合、その判決結果によっては、当社グループの業績は影響を受ける可能性があります。

　

(5)ウィン・リゾーツ社との係争について

　当社グループは、ウィン・リゾーツ社（NASDAQ:WYNN）と係争中であり、係争の結果及び将来確定されうる事実に

よっては、当社グループの財政状態、経営成績等に影響を与える場合があります。詳細は、「第５経理の状況　　注記

事項（追加情報）」をご覧下さい。
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５【経営上の重要な契約等】

    （日本アミューズメント放送株式会社に係る株式譲渡）

  当社は、平成25年３月29日に当社の連結子会社である日本アミューズメント放送株式会社の株式の一部をフィー

ルズ株式会社と株式会社エースプロに譲渡する契約を締結し、平成25年３月29日に株式譲渡を完了しました。

　

① 株式譲渡の理由

 放送法の趣旨より、各社からの新製品の情報を公平に取り扱うためには、現状の資本構成ではメディアとしての

客観性に欠けるという外見性の観点から。

　

②株式の一部を譲渡する子会社の概要

商号 日本アミューズメント放送株式会社

所在地 東京都江東区有明3-7-26

主な事業の内容 パチスロ・パチンコを中心とした番組の制作。CSおよびインターネット放送の配信

資本金 50百万円

　

③譲渡先の概要

商号 フィールズ株式会社

所在地 東京都渋谷区南平台町16-17 渋谷ガーデンタワー

主な事業の内容
遊技機の企画開発、遊技機の仕入、並びに販売

キャラクター、コンテンツ及び映像ソフトの企画開発、販売

　

商号 株式会社エースプロ

所在地 福岡県福岡市博多区博多駅東２-６-１

主な事業の内容 出版・広告・映像・CM・各種デザイン・イベント企画・運営、プランニング事業等

　

④譲渡株式数及び譲渡前後の所有株式の状況

　 譲渡前 譲渡後

株式会社ユニバーサルエンターテインメン

ト

90,900株

（所有割合100.0％）

49,995株

（所有割合55.0％)

フィールズ株式会社 ―
36,360株

（所有割合40.0％）

株式会社エースプロ ―
4,545株

（所有割合5.0％）　
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６【研究開発活動】

当連結会計年度におけるグループ全体の研究開発活動の金額は2,700百万円です。 

なお、当社グループにおける研究開発活動の状況は以下のとおりです。

 

①パチスロ・パチンコ事業

パチスロ・パチンコ事業においては、現行の法律・規格の中でも十分に市場に受け入れられる、魅力あふれる

ゲーム性・出玉性能を有する遊技機を提供すべく注力しております。　

パチスロ・パチンコ事業に係る研究開発費は2,126百万円であります。

　

②その他 

その他に係る研究開発費は0百万円であります。

　

　

７【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

以下の当社グループに関する財政状態及び経営成績の分析等の内容は、原則として連結財務諸表に基づいて分析

した内容であります。なお、文中の将来に関する事項は、有価証券報告書提出日現在において当社グループが判断し

たものであります。

 

（1）重要な会計方針及び見積り

当社グループの連結財務諸表は、我が国において一般に公正妥当と認められている会計基準に基づき作成されて

おります。この連結財務諸表の作成に当たりまして、必要と思われる見積りは、合理的な基準に基づいて実施してお

ります。

詳細につきましては、「第５経理の状況　１連結財務諸表等　（1）連結財務諸表　連結財務諸表作成のための基本

となる重要な事項」に記載のとおりであります。

 

（2）当連結会計年度末における財政状態の分析

①資産の部

当連結会計年度における総資産の額は、現金及び預金が29,932百万円、受取手形及び売掛金が8,099百万円、建設

仮勘定が10,136百万円増加したこと、有価証券が11,850百万円減少したことなどにより、前連結会計年度末に比べ

66,384百万円増加の218,197百万円となりました。

②負債の部

当連結会計年度における負債の額は、支払手形及び買掛金が7,049百万円、短期借入金が9,132百万円、未払法人税

等が15,241百万円、さらに、長期借入金が3,521百万円増加したことなどにより、前連結会計年度末に比べ34,326百

万円増加の54,804百万円となりました。

③純資産の部

当連結会計年度における純資産の額は、利益剰余金が23,579百万円、株価や為替などの変動から生じるその他の

包括利益累計額が10,073百万円増加したことなどにより、前連結会計年度末に比べ32,057百万円増加の163,393百

万円となりました。

 

（3）当連結会計年度の経営成績の分析

①売上高

当連結会計年度は、基幹事業であるパチスロ・パチンコ事業の売上高が前年同期比33.3％増の96,203百万円とな

りました。導入台数は約236千台（前年同期 約172千台）となり、売上高の総額は、前年同期比32.5％増の99,182百

万円となりました。

②売上原価

売上高の増加により、売上原価の総額は前年同期比30.7％増の42,627百万円となり、売上原価率は43.0％となり

ました。売上原価率につきましては前連結会計年度より0.6ポイント減少しております。

③販売費及び一般管理費

販売費及び一般管理費合計では、前年同期比30.0％増の20,657百万円となりました。
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④営業外損益

営業外収益は、前連結会計年度に比べ1,874百万円増加し、9,223百万円となりました。これらは主に持分法による

投資利益5,636百万円を計上したことによります。

また、営業外費用は、前連結会計年度に比べ81百万円減少し、248百万円となりました。これらは主に支払利息147

百万円を計上したことによります。　

⑤当期純利益

特別利益は847百万円となりました。これは主に、持分変動利益503百万円等によるものです。

特別損失は2,587百万円となりました。これは主に、海外事業損失引当金繰入額2,222百万円等によるものです。

以上の結果、当期純利益は前年同期比12.5％減の27,449百万円、１株当たり当期純利益金額は前年同期比7.2％減

の372.84円、自己資本利益率は18.7％（前年同期25.0％）となりました。

 

（4）経営成績に重要な影響を与える要因について

「４事業等のリスク」に記載のとおりであります。

 

（5）経営戦略の現状と見通し

①パチスロ・パチンコ事業

昨今、景気回復が期待されておりますが、当社は、景気回復が進まず、人口の減少とあいまって最大約20％程度の

販売市場の落ち込みがあった場合においても、高収益体制の保持と、競争力の拡充を果たせる様にするために、兼ね

てから準備してきたシステムと開発環境の大幅な高度化を行います。

これらは、製品においては、従来性能の八倍以上の画像処理能力と新規性を実現しつつコストダウンと生産性を

高めることと、大容量化されるソフトウェア開発環境においては、ソフトウェアの開発生産性を大幅に改善する為

のシステムの開発に目処がついた為に、今年度中にコンテンツ開発環境を刷新し、根本的な競争力拡充を一気に高

める計画です。

これにより、環境の悪化にも耐えうる高収益体制と付加価値競争力を確立し中期的には盤石な体制が構築できる

ものと考えております。

そのような状況の下、上期においては、これらの開発環境の入れ替えに伴うコンテンツ開発のずれ込みを容認せ

ざるを得ないために販売タイトルは2タイトルのみとなり収益的には若干停滞する見込みですが、下期においては、

大型タイトルを含む5タイトルの販売を計画していることで、下期から来期にかけて収益の拡大および拡充を図る

計画となっております。

そのため、平成26年３月期上期の売上は、平成25年３月期上半期を下回ることとなりますが、下半期は大幅に改善

され、平成27年３月期は現在の150％の高収益体制を目論んでおります。

平成26年3月期の第一弾としては、パチスロ機『鬼の城』の販売を行っております。当タイトルは、数々の画像、映

像、舞台作品のビジュアルコンセプトやキャラクターデザイン等を手がけるイラストレーター天野喜孝氏による

キャラクター原案・監修のもとで開発が行われ、パチスロ×ファンタジーのコラボレーションを実現させたパチス

ロ機となっております。

　平成26年3月期は、パチスロ機『鬼の城』の発売を皮切りに、通期でパチスロ機25万台の市場導入を計画しており

ます。

　

　

②その他

メディアコンテンツ事業においては、スマートフォンにおける２大マーケットのAppStoreとGooglePlayでは、競

合するコンテンツ数が増加し、ランキング競争が益々激しくなることが予想されます。このような状況に対しては、

品質の向上に努め、競争力を高めて、引き続きランキング上位を狙ってまいります。また上記マーケット以外でのコ

ンテンツの配信を拡大し、また会員向けモバイルサイトサービスの充実を図ってまいります。

日本最大のパチンコ・パチスロ専門チャンネル「パチンコ★パチスロＴＶ！」を運営する日本アミューズメン

ト放送株式会社では、４月から新たに３局のケーブルテレビへの配信並びに、SOFTBANKグループの新規サービス

「BBTV-NEXT」への配信が決定しております。今後は更なるケーブルテレビ業界を視野に入れた放送事業の拡大、パ

チスロ・パチンコ市場全体の活性化を図るための新規スキームによる番組制作並びによりユーザーに支持される

番組編成を行ってまいります。

　また、当社グループがフィリピンで推進しているカジノリゾートプロジェクト「マニラベイリゾーツ」において

は、引き続き現地パートナー企業との合意に向けて作業を進めております。また、工事の進捗状況としては、杭打ち

が終わり、土台などの基礎工事を行っております。
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（6）資本の財源及び資金の流動性についての分析

①キャッシュ・フローの状況

キャッシュ・フローの状況につきましては、「第２事業の状況　１業績等の概要　(2)キャッシュ・フロー」に記

載のとおりであります。また、キャッシュ・フロー指標のトレンドは、以下のとおりであります。

②キャッシュ・フロー指標のトレンド

 平成23年３月期 平成24年３月期 平成25年３月期

自己資本比率（％） 86.4 86.0 74.5

時価ベースの自己資本比率（％） 138.3 90.8 62.7

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（年） 0.3 0.2 0.7

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） 20.5 322.3 187.3

 　

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

（注1）いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

（注2）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

（注3）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。

（注4）有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っている全ての負債を対象としてお

ります。

 

（7）経営者の問題認識と今後の方針について

「３対処すべき課題」に記載のとおりであります。
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第３【設備の状況】

１【設備投資等の概要】
  当連結会計年度における設備投資額は、主にパチスロ・パチンコ事業に係る金型等の取得868百万円、美術館の工
事等による支払額5,080百万円、ソフトウェアの購入等621百万円及び海外子会社における支出5,034百万円であり
ます。

 

２【主要な設備の状況】

当社グループにおける主要な設備は、次のとおりであります。

（1）提出会社

 （平成25年3月31日現在）

事業所名
（所在地）

セグメントの名称 設備の内容

帳簿価額

従業員数
（人）

建物及び
構築物
（百万円）

機械装置
及び運搬
具
（百万円）

土地
（百万円）
（面積㎡）

貸与資産
(百万円）

その他
(百万円）

合計
(百万円）

本社

（東京都江東区）

パチスロ・パチンコ事業

その他

開発業務施設

統括業務施設
1,921 30 － 64 820 2,836 578

四街道工場

(千葉県四街道市）

パチスロ・パチンコ事業

その他
製造設備 1,708 606

5,168

(74,373)
－ 625 8,108 62

小山工場

（栃木県小山市）
パチスロ・パチンコ事業 製造設備 117 －

361

(9,520)
－ － 479 －

東京支店他

19支店
パチスロ・パチンコ事業 販売設備 150 7

256

(604)
－ 12 426 154

（注）１．帳簿価額のうち、「その他」は、工具、器具及び備品であり、建設仮勘定を含んでおりません。

なお、金額には消費税等を含めておりません。

２．上記の他、主要な賃借及びリース設備として以下のものがあります。

 （平成25年3月31日現在）

事業所名
（所在地）

セグメントの名称 設備の内容
従業員数
（人）

土地面積
年間賃借及び
リース料
（百万円）

本社

（東京都江東区）

パチスロ・パチンコ事業

その他

開発業務施設

統括業務施設（賃借）
578 － 411

 

（2）在外子会社

会社名
事業所名

（所在地）
セグメントの名称 設備の内容

帳簿価額

（百万ペソ）

（面積ha）

従業員数

（人）

EAGLEⅠ

LANDHOLDINGS,INC.

フィリピン

マニラ
― 土地

13,545

（40ha）
－
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３【設備の新設、除却等の計画】

当社グループの設備投資については、景気予測、業界動向、投資効率等を総合的に勘案して策定しております。また、

経営管理効率向上のためのシステムインフラ整備も推進しております。設備計画は原則的に連結会社各社が個別に策

定しておりますが、計画策定に当たってはグループ会議において提出会社を中心に調整を図っております。

なお、当連結会計年度末における重要な設備の新設計画は、次のとおりであります。

 

重要な設備の新設

会社名
事業所名

所在地
セグメントの
名称

設備の内容
投資予定金額

資金調達方
法

着手及び完成予定年月
完成後の
増加能力

総額
（百万円）

既支払額
（百万円）

着手 完了

 当社

　四街道工場

　千葉県　

 四街道市

　パチスロ・

パチンコ事業

　

　

製造用金型等

　

3,459 －
自己資金　

及び借入金
平成25年４月平成26年３月 －

（注）１.連結グループにおける同地区での設備投資計画を集計しております。

 　　 ２.完成後の増加能力につきましては、合理的な算出が困難なため、記載を省略しております。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 324,820,000

計 324,820,000

　

②【発行済株式】

種類
事業年度末現在発行数

（株）
（平成25年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年６月28日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 80,195,000 80,195,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 80,195,000 80,195,000 － －

　（注）「提出日現在発行数」欄には、平成25年６月１日からこの有価証券報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれておりません。
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（２）【新株予約権等の状況】

　　　　　会社法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。　　　　　

　　　平成23年11月30日取締役会決議

　
事業年度末現在

（平成25年３月31日）
提出日の前月末現在
（平成25年５月31日）　

新株予約権の数（個） 　　　　844,000 　　　　844,000

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） 　　　　　　　― 　　　　　　　―

新株予約権の目的となる株式の種類 　普通株式 　同左

新株予約権の目的となる株式の数（株） 　　　　844,000 　　　　844,000

新株予約権の行使時の払込金額（円） 　　　　　1,845 　同左

新株予約権の行使期間
自　平成26年7月１日

至　平成31年6月30日
　同左

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株

式の発行価格及び資本組入額（円）

　発行価格　　1,872

資本組入額　　936
　同左

新株予約権の行使の条件 　　　（注）１ 　同左

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権を譲渡するには、

取締役会の承認を要する。
　同左

代用払込みに関する事項 　　　　　     ― 　　　　　     ―

組織再編行為に伴う新株予約権の交付に関する事

項
　　　（注）２ 　同左

（注）１

①新株予約権者は、下記（ⅰ）、（ⅱ）及び（ⅲ）に掲げる条件が全て満たされた場合にのみ、本新株予約権

　を行使することができる。　

（ⅰ）平成25年３月期の監査済みの当社連結損益計算書（連結財務諸表を作成していない場合は、損益計算書

　　　）において経常利益が213億円を超過していること。なお、国際財務報告基準の適用等により参照すべ

　　　き経常利益の概念に重要な変更があった場合には、別途参照すべき指標を取締役会にて定めるものとす

　　　る。

（ⅱ）平成26年３月期の監査済みの当社連結損益計算書（連結財務諸表を作成していない場合は、損益計算書

　　　）において経常利益が250億円を超過していること。なお、国際財務報告基準の適用等により参照すべ

　　　き経常利益の概念に重要な変更があった場合には、別途参照すべき指標を取締役会にて定めるものとす

　　　る。

（ⅲ）本新株予約権の割当日の後、金融商品取引所における当社普通株式の普通取引終値が一度でも本新株予

　　　約権の行使価額に130％を乗じた価格である金2,399円を超過すること。

②新株予約権者は、新株予約権の権利行使時においても当社または当社関係会社の取締役、監査役または従業

　員であることを要する。ただし、任期満了による退任、定年退職、その他正当な理由があると取締役会が認

　めた場合は、この限りではない。

③新株予約権者の相続人による本新株予約権の行使は認めない。

④本新株予約権の行使によって、当社の発行済株式総数が当該時点における授権株式数を超過することとなる

　ときは、当該本新株予約権の行使を行うことはできない。

⑤本新株予約権の一部行使はできない。

（注）２　当社が、合併（当社が合併により消滅する場合に限る。）、吸収分割、新設分割、株式交換または

　　　　　株式移転（以上を総称して以下、「組織再編行為」という。）を行う場合において、組織再編行為　

　　　　　の効力発生日に新株予約権者に対し、それぞれの場合につき、会社法第236条第１項第8号イからホ

　　　　　までに掲げる株式会社（以下、「再編対象会社」という。）の新株予約権を以下の条件に基づきそ

　　　　　れぞれ交付することとする。ただし、以下の条件に沿って再編対象会社の新株予約権を交付する旨

　　　　　を、吸収合併契約、新設合併契約、吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約または株式移転計

　　　　　画において定めた場合に限るものとする。

⑥交付する再編対象会社の新株予約権の数

　新株予約権者が保有する新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付する。
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⑦新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類

　再編対象会社の普通株式とする。

⑧新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数

　組織再編行為の条件を勘案のうえ、新株予約権に準じて決定する。

⑨新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、組織再編行為の条件等を勘案のうえ、新株予約権の行

　使価額を調整して得られる再編後行使価額に、上記⑧に従って決定される当該新株予約権の目的である再編

　対象会社の株式の数を乗じた額とする。

⑩新株予約権を行使することができる期間

　新株予約権の行使期間の初日と組織再編行為の効力発生日のうち、いずれか遅い日から新株予約権の行使期

　間の末日までとする。

⑪新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項は、新株

　予約権に準じて決定する。

⑫譲渡による新株予約権の取得の制限

　譲渡による取得の制限については、再編対象会社の取締役会の決議による承認を要するものとする。

⑬その他新株予約権の行使の条件

　新株予約権に準じて決定する。

⑭新株予約権の取得事由及び条件

　新株予約権に準じて決定する。　

⑮その他の条件については、再編対象会社の条件に準じて決定する。

　　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成23年７月23日

（注）
－ 80,195,000△3,348 98 － 7,503

　　（注）平成23年６月21日開催の定時株主総会に基づき、平成23年７月23日付で無償減資を実施したことにより、資本

金を3,348百万円減少（減資割合 97.1％）し、その他資本剰余金に振替えて、98百万円といたしました。

　

（６）【所有者別状況】

 平成25年３月31日現在

区分

株式の状況（１単元の株式数100株） 単元未満株
式の状況
（株）

政府及び地
方公共団体

金融機関
金融商品取
引業者

その他の法
人

外国法人等
個人その他 計

個人以外 個人

株主数（人） － 12 28 95 137 17 9,996 10,285 －

所有株式数

（単元）
－ 24,676 3,420 546,96877,446 80 149,301801,891 5,900

所有株式数の

割合（％）
－ 3.07 0.42 68.20 9.66 0.00 18.61 100.00 －

（注）１．自己株式6,811,154株は、「個人その他」に68,111単元及び「単元未満株式の状況」に54株を含めて記載し

ております。

２．「その他の法人」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が、４単元含まれております。
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（７）【大株主の状況】

 平成25年３月31日現在

氏名又は名称 住所 
所有株式数
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

岡田ホールディングス合同会社　 東京都江東区有明３丁目７番26号　 54,452,50067.90

株式会社ユニバーサルエンターテイン

メント

東京都江東区有明３丁目７－26　

有明フロンティアビルA棟　
6,811,154 8.49

横塚　ヒロ子 東京都品川区 2,390,000 2.98

BNY GCM CLIENT ACCOUNT JPRD AC ISG　

（FE－AC）　　

PETERBOROUGH COURT 133 FLEET STREET

LONDON EC4A 2BB UNITED KINGDOM
1,419,378 1.76

（常任代理人　株式会社三菱東京UFJ銀

行）　

(東京都千代田区丸の内２丁目７－１　決

済事業部）　
　 　

日本トラスティ・サービス信託銀行株式

会社（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８－11 966,000 1.20

日本マスタートラスト信託銀行株式会社

（信託口）　
東京都港区浜松町２丁目11番３号　 540,600 0.67

STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY
P.O.BOX 351 BOSTON MASSACHUSETTS

02101 U.S.A.
524,255 0.65

（常任代理人　香港上海銀行東京支店）　 （東京都中央区日本橋３丁目11－１） 　 　

（常任代理人　株式会社みずほコーポ

レート銀行）　
（東京都中央区月島４丁目16－13） 　 　

MORGAN STANLEY & CO.LLC　
1585 Broadway New York, New York

10036,U.S.A.　
495,300 0.61

（常任代理人　モルガン・スタンレー

MUFG証券株式会社）

（東京都渋谷区恵比寿４丁目20－３ 恵

比寿ガーデンプレイスタワー）
　 　

UBS AG LONDON A/C IPB SEGREGATED

CLIENT ACCOUNT

BAHNHOFSTRASSE 45,8001 ZURICH,

SWITZERLAND
474,200 0.59

（常任代理人　シティバンク銀行株式会

社）　

（東京都品川区東品川２丁目３番14号）

　
　 　

富士本　淳　 東京都世田谷区 458,000 0.57

計 － 68,531,38785.45
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（８）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成25年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 6,811,100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 73,378,000 733,780 －

単元未満株式 普通株式 5,900 － －

発行済株式総数 80,195,000 － －

総株主の議決権 － 733,780 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が400株含まれております。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数４個が含まれております。

　

②【自己株式等】

 平成25年３月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社ユニバー

サルエンターテイ

ンメント

東京都江東区有明

三丁目７番26号

有明フロンティア

ビルＡ棟

6,811,100 － 6,811,100 8.49

計 － 6,811,100 － 6,811,100 8.49
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（９）【ストックオプション制度の内容】

　当社は、ストックオプション制度を採用しております。当該制度は、会社法に基づき新株予約権を発行する方

法によるものであります。

　当該制度の内容は、以下のとおりであります。

　

(平成23年11月30日取締役会決議）　

　   会社法第236条、第238条及び第240条の規定に基づき、当社の取締役及び従業員に対して新株予約権を付与

   することを、平成23年11月30日開催の当社取締役会において決議されたものであります。　

決議年月日 平成23年11月30日

付与対象者の区分及び人数
当社取締役　3

当社従業員　52

新株予約権の目的となる株式の種類 「(2)新株予約権等の状況」に記載しております。

株式の数（株） 同上

新株予約権の行使時の払込金額 同上（注）

新株予約権の行使期間 同上

新株予約権の行使の条件 同上

新株予約権の譲渡に関する事項 同上

代用払込みに関する事項 同上

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 同上

 （注）　本新株予約権の割当日後、当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により行使価額を調整し、調整

による１円未満の端数は切り上げる。

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
１

分割・併合の比率

　　　　

　　　 　また、本新株予約権の割当日後、当社が当社普通株式につき時価を下回る価額で新株の発行または自己株式の処分

を行う場合（新株予約権の行使に基づく新株の発行及び自己株式の処分並びに株式交換による自己株式の移転

の場合を除く。）、次の算式により行使価額を調整し、調整による1円未満の端数は切り上げる。　　

    
既発行株式数 ＋

新規発行株式数 × １株当たり払込金額

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
新規発行前の１株当たり時価

既発行株式数 ＋ 新規発行株式数

上記の算式において、「既発行株式数」とは、当社普通株式にかかる発行済株式総数から当社普通株式にかか

る自己株式数を控除した数とし、また、当社普通株式にかかる自己株式の処分を行う場合には、「新規発行株式

数」を「処分する自己株式数」に読み替えるものとする。

さらに、本新株予約権の割当日後、当社が他社と合併する場合、会社分割を行う場合、その他これらの場合に準

じて行使価額の調整を必要とする場合には、当社は、合理的な範囲で適切に行使価額の調整を行うことができる

ものとする。  
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２【自己株式の取得等の状況】

【株式の種類等】　会社法第155条第３号に該当する普通株式の取得

 

（１）【株主総会決議による取得の状況】

該当事項はありません。

 

（２）【取締役会決議による取得の状況】

会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法第156条の規定に基づく取締役会決議による取得

区分 株式数（株） 価額の総額（円）

取締役会（平成24年６月28日）での決議状況
（取得日　平成24年６月29日）

1,000,000 1,657,000,000

当事業年度前における取得自己株式 － －

当事業年度における取得自己株式 925,100 1,532,890,700

残存決議株式の総数及び価額の総額 74,900 124,109,300

当事業年度の末日現在の未行使割合(％) 7.49 7.49

当期間における取得自己株式 － －

提出日現在の未行使割合(％) 7.49 7.49

（注）当該取締役会において、自己株式の取得方法は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ市場のJ-NET市場における自己株式取

得取引において買付けの委託を行うことを決議しています。

　　

（３）【株主総会決議又は取締役会決議に基づかないものの内容】

該当事項はありません。 

　

（４）【取得自己株式の処理状況及び保有状況】

区分
当事業年度 当期間

株式数（株）
処分価額の総額
（円）

株式数（株）
処分価額の総額
（円）

引き受ける者の募集を行った取得自己株式 － － － －

消却の処分を行った取得自己株式 － － － －

合併、株式交換、会社分割に係る移転を行った

取得自己株式
－ － － －

その他 － － － －

保有自己株式数 6,811,154 － 6,811,154 －

（注）１．当期間における処理自己株式には、平成25年６月１日からこの有価証券報告書提出日までの単元未満株式の買

増し及び新株予約権の権利行使による株式は含めておりません。

２．当期間における保有自己株式数には、平成25年６月１日からこの有価証券報告書提出日までの単元未満株式の

買取り、買増し及び新株予約権の権利行使による株式は含めておりません。
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３【配当政策】

当社グループは、株主に対する利益還元を最重要経営課題の一つとして取り組んでおります。その実現のため、高収

益な企業体質の構築と継続的な株主資本利益率の向上に努めるとともに、業績に応じた安定的な配当の維持を基本方

針としております。 

なお、株主への機動的な利益還元を行うことを目的とし、取締役会の決議により「毎年3月31日及び9月30日の最終

の株主名簿に記載または記録された株主または登録株式質権者に対して剰余金の配当ができる」旨及び「基準日を

定めて剰余金の配当をすることができる」旨を定款に定めております。　

　また、内部留保金につきましては、健全な財務体質を確保し経営基盤を強化するとともに、有望な事業案件に対して

は、必要な資金を機動的に投資するために、適正な水準を維持することを、基本方針としております。

　平成25年３月期の配当につきましては、当期の業績と当社の状況を総合的に判断し、期末の配当金を１株当たり20円

とし、平成24年９月末の株主様に対して実施した１株当たり30円の配当と合わせ、年間50円としております。また、平

成26年３月期の配当金につきましては、今後の業績と資金需要を見極めた上で決定いたしたく、現段階では未定とさ

せて頂きます。

　なお、当事業年度に係る剰余金の配当は以下のとおりであります。

決議年月日
配当金の総額

（百万円）

１株当たり配当額

（円）

平成24年11月２日

取締役会決議
2,201 30

平成25年５月20日

取締役会決議
1,467 20

　

４【株価の推移】

（１）【最近５年間の事業年度別最高・最低株価】

回次 第36期 第37期 第38期 第39期 第40期
決算年月 平成21年３月 平成22年３月 平成23年３月 平成24年３月 平成25年３月

最高（円） 3,940 1,550 2,780 3,125 2,010

最低（円） 451 489 1,280 1,353 1,224

（注）最高・最低株価は、平成22年４月１日より大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱにおけるものであり、平成22年10月12日

より大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであります。それ以前はジャスダック証券取引

所におけるものであります。　

 

（２）【最近６月間の月別最高・最低株価】

月別 平成24年10月 11月 12月 平成25年１月 ２月 ３月

最高（円） 1,717 1,719 1,485 1,739 1,754 2,010

最低（円） 1,570 1,351 1,224 1,470 1,511 1,550

（注）最高・最低株価は大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであります。　　
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５【役員の状況】

役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数
（千株）

取締役会長  岡田　和生 昭和17年10月３日生

昭和44年12月　ユニバーサルリース㈱設立

代表取締役社長

昭和48年６月　ユニバーサル技研㈱（現㈱ユニバーサ

ルエンターテインメント）設立

代表取締役社長

平成16年９月　当社取締役会長

平成18年１月　当社代表取締役会長兼社長

平成18年６月　当社取締役会長（現任）

注３ －

代表取締役

社長
　 富士本　淳 昭和33年３月29日生

昭和60年10月　㈱セタ設立　代表取締役社長

平成13年６月　当社常務取締役

平成16年６月　当社取締役副社長兼開発本部長

平成18年６月　当社代表取締役社長兼開発本部長

平成21年６月　当社代表執行役

平成22年６月　当社代表取締役副会長

平成23年６月　当社代表取締役社長（現任）

注３ 458

取締役  麻野　憲志 昭和38年８月18日生

平成２年10月　会計士補登録

平成２年10月　青山監査法人／PriceWaterhouse

（現あらた監査法人／

PriceWaterhouseCoopers）入所

平成９年３月　公認会計士登録

平成16年６月　㈱サイバー・コミュニケーションズ執

行役最高財務責任者

平成19年８月　日本SGI㈱CFO執行役員管理本部長

平成21年３月　㈱GABA取締役最高財務責任者

平成22年７月　当社執行役員管理本部長

平成23年６月　当社取締役管理本部長（現任）

注３ －

取締役　  岡田　知裕　 昭和42年９月１日生　

平成３年４月　当社入社

平成７年６月　当社取締役

平成７年８月　当社取締役経営企画室長

平成９年８月　当社取締役開発本部付

平成11年６月　当社取締役管理本部長

平成12年６月　当社取締役IR広報室長

平成19年７月　Aruze USA, Inc.取締役（現任）

平成20年６月　当社取締役（現任）

注３ －
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役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数
（千株）

取締役  澤田　宏之 昭和28年10月19日生

昭和58年９月　㈱ボストンコンサルティンググループ

入社

平成５年４月　㈱グロービス社外取締役（現任）

平成７年10月　ジェミニ・コンサルティング㈱代表取

締役

平成15年１月　ブーズ・アレン・アンド・ハミルトン

株式会社（現ブーズ・アンド・カンパ

ニー株式会社）代表取締役

平成16年６月　当社社外取締役（現任）

平成17年10月　㈱リヴァンプ社外取締役

平成19年６月　㈱日経サイエンス社外取締役（現任）

平成20年４月　学校法人グロービス経営大学院理事

（現任）

平成24年４月　ブーズ・アンド・カンパニー株式会社

特別顧問

平成24年４月　 ㈱ブレイン・アンド・キャピタル 代

表取締役会長（現任）

平成24年10月　 ㈱いわとパートナーズ　社外取締役

（現任）

注３ 82

常勤監査役  堀　義人 昭和21年３月17日生

昭和45年４月　松下電器産業㈱入社

平成２年12月　当社入社

平成３年１月　当社管理本部総務部部長

平成８年１月　当社経営企画室次長

平成15年４月　当社内部監査室室長

平成15年６月　当社取締役

平成20年６月　当社内部監査室室長

平成22年６月　当社常勤監査役（現任）

注４ 28

監査役  野添　尚三 昭和22年10月５日生

昭和46年４月　伊藤忠商事㈱入社

平成11年４月　同社財務部長

平成12年６月　同社理事

平成13年６月　同社執行役員財務部長

平成14年６月　伊藤忠テクノサイエンス㈱常務取締役　

平成16年４月　シーティーシーテクノロジー㈱常務取

締役　

平成17年６月　シーティーシー・ビジネスサービス㈱

代表取締役社長

平成19年５月　同社取締役

平成19年６月　伊藤忠エネクス㈱常勤監査役

平成22年６月　当社社外監査役（現任）

注４ －

監査役  寺澤　直樹 昭和32年１月31日生

昭和55年４月　㈱東海銀行入行

平成６年８月　ジェミニ・コンサルティング・ジャパ

ン・インク（現ブーズ・アンド・カン

パニー）プリンシパル

平成15年１月　ブーズ・アレン・アンド・ハミルトン

㈱（現ブーズ・アンド・カンパニー）

ディレクター

平成17年11月　㈱ミキモト取締役

平成19年２月　㈱リーダーシップ総合研究所（現パー

スペクティブ㈱）顧問

平成20年３月　同社代表取締役（現任）

平成20年７月　日本産業パートナーズ㈱

平成22年６月　当社社外監査役（現任）

注４ －

    計  683

（注）１．取締役澤田宏之は、社外取締役であります。

２．監査役野添尚三及び寺澤直樹は、社外監査役であります。

３．選任後１年内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時株主総会の終結の時までであります。

４．選任後４年内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時株主総会の終結の時までであります。

５．取締役岡田知裕は取締役会長岡田和生の長男であります。　
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６【コーポレート・ガバナンスの状況等】

（１）【コーポレート・ガバナンスの状況】

①企業の体制

１．企業統治の体制の概要

　当社は、継続的な企業価値の向上を達成するためには、経営全般における透明性の向上と経営監督機能の強化が重

要であるとの認識から、コーポレート・ガバナンス機能の充実に努めております。

　当社の取締役会は取締役５名（社外取締役１名）および監査役３名（社外監査役２名）で構成され、定例の取締

役会に加えて、必要に応じて臨時取締役会を開催し、経営に関する重要事項についての報告、決定を行っておりま

す。また、取締役会の他に、随時、取締役の大多数で構成する戦略会議を開催し、経営に関する基本方針・戦略等を決

定しております。

　監査役は会計監査人や内部監査室と連携し、適正・適法な監査を行っております。

　また、当社は、連結子会社であるAruze USA Inc.を通じたウィン・リゾーツ社への出資者として、ネバダゲーミン

グ規制当局より適格性を有していると判断されており、極めて厳格なゲーミングコンプライアンスの遵守が義務付

けられております。

　なお、当社のコーポレート・ガバナンス体制の模式図は下記の通りです。

　

　

　　

２．当該企業統治の体制を採用する理由

　当社は、監査役会設置会社であり、この体制を採用している主たる理由は、事業環境の変化と当社の業務内容の変

化に対応し、取締役による意思決定を迅速に行い、変化の早い市場に対応していくためです。

　常勤取締役を中心とした取締役による迅速な意思決定と、機動的な業務執行により市場変化に即座に対応できる

体制を構築いたします。また、監査役の過半数を占める社外監査役と常勤監査役により、公正な監査体制を構築して

おります。
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３．内部統制システムの整備の状況

当社は、内部統制システム構築の基本方針を定めており、その方針を基にして、整備・運用を行っております。

　

＜内部統制システム構築の基本方針＞

　当社は、会社法及び会社法施行規則に基づき、以下の通り、当社の業務の適正を確保するための内部統制の体制を

整備する。

　

1.　取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

(1) 当社及びグループ企業の役職員が、法令及び定款に適合した行動をとるために遵守すべき行動規範となる倫理

規程を定める。

(2) 米国のゲーミング規制当局からの厳格なコンプライアンスの要求に対応するゲーミングコンプライアンス規

程を制定し、この規程を遵守する経営を実践する。

(3) 取締役は当社における重大な法令違反その他コンプライアンスに関する重要な事実を発見した場合には直ち

に監査役に報告するものとし、また遅滞なく取締役会において報告するものとする。

(4) 監査役は、独立した立場から、取締役等の執行する業務の適正が確保されているかを監査する。

(5) 内部監査部門として執行部門から完全に独立した内部監査室を設置する。

　

2.　取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

取締役の職務執行に係わる情報について、文書管理規程、情報管理規程により、その保存管理及び情報セキュリ

ティー管理の取扱いを定める。

　

3.　損失の危険の管理に関する規定その他の規則

(1) 事業活動に伴う各種リスクを認識し、その把握と管理、個々のリスクに対応する管理責任体制を整備する。

(2) リスク管理体制の基礎として、リスク管理規程を定め、その損失の極小化を図るためにリスク予防を重点とし

て継続的に個々のリスクに対応する管理の体制を構築する。

　

4.　取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

(1) 取締役会は、取締役会規程、執行役員規程、職務権限規程、業務分掌規程及び稟議規程等を定め、業務執行の責任

体制と業務プロセスを明確にすることにより、取締役会の決定に基づく業務執行の迅速かつ効率的な処理を推進す

る。

(2) 取締役の職務の執行を効率的に行うことを確保する体制として、月１回定例の取締役会の他、随時に取締役会

メンバーの大多数で構成する戦略会議を開催し、基本方針・戦略を決定する。

　

5.　当会社及び子会社からなる企業集団における業務の適正を確保するための体制

(1) 当社及びグループ企業は当社監査役及び内部監査部門の監査を受入れ、内部統制の確立をはかると共に、グ

ループ企業毎に利益計画を策定し、進捗状況について定期的にレビューし、その結果を経営の適正化に向けフィー

ドバックする。

(2) 当社及びグループ企業間で積極的な人的交流を行い、グループ企業各社との情報の交換及び連携体制を確立す

るものとする。

　

6.　監査役の職務を補助すべき使用人に関する体制と当該使用人の取締役からの独立性に関する事項

(1) 監査役の職務の支援のために監査役会事務局を設置し、その事務局の任にあたる者（「補助使用人」という）

を置く。

(2) 補助使用人の人事異動や処遇については、監査役会の同意を得て行う。

　

7.　取締役及び使用人が監査役に報告をするための体制その他の監査役への報告に関する体制

(1) 監査役は、取締役会の他、本部長会等の重要な審議・決議の場に出席し報告を受ける。

(2) 従業員は、法令、または定款違反の事実、著しく不合理な業務執行、その他これらに準ずる事項を発見した場合、

すみやかに監査役に報告するものとし、監査役が報告等を求めた場合、従業員はこれに従わなければならない。

　

EDINET提出書類

株式会社ユニバーサルエンターテインメント（旧会社名　アルゼ株式会社）(E02452)

有価証券報告書

 34/113



8.　その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

(1) 監査役は、必要に応じ当社の費用において（法律上認められる金額範囲内で）社外の専門家を利用することが

できる。

(2) 取締役及び担当管理職その他の従業員は、監査役の監査に協力しなければならない。

　

9.　反社会的勢力排除に向けた体制

(1) 当社グループは、市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力および団体とは、社会的責任および企業

防衛等の観点から、断固として対決する旨を、活動指針に定める。

(2) 反社会的勢力からの不当な要求等があった際は、顧問弁護士へ逐一相談を行うこととする。

　

10. 財務報告の信頼性を確保するための体制

当社は、金融商品取引法及び関連法令に従い、財務報告の信頼性を確保するため、財務報告に係わる内部統制の体制

を整備し、運用する。

　

４．リスク管理体制の整備の状況

　当社では、各種契約、その他の法務案件を法務室が閲覧することになっております。そのうち特に重要な契約書等

については、顧問弁護士の意見を聴取することとしており、不測のリスクをできる限り事前に回避する体制に努め

ております。

　なお、新たに生じたリスクについては速やかに対応責任者となる者を定め、適切に対処するものとしております。

また、内部統制システム構築の基本方針にて以下の通り、「損失の危険の管理に関する規定その他の規則」を定

めております。
　
(1) 事業活動に伴う各種リスクを認識し、その把握と管理、個々のリスクに対応する管理責任体制を整備する。

(2) リスク管理体制の基礎として、リスク管理規程を定め、その損失の極小化を図るためにリスク予防を重点と

して継続的に個々のリスクに対応する管理の体制を構築する。

　　

②内部監査及び監査役監査の状況

内部監査は内部監査室が担当し、年度毎に作成した内部監査計画に基づき、本社各部門、子会社の業務全般にわたる

内部監査を実施しております。監査結果は、取締役会等に、被監査部門に対する改善勧告とともに書面で報告され、被

監査部門に改善計画を作成・報告させる事により、内部監査の実効性を図っております。

監査役会監査は、社外監査役２名を含む計３名で実施しており、各監査役は毎月の取締役会に出席し、業務執行の妥

当性を監査しています。また、常勤監査役は社内の重要会議へも積極的に参加し、法令や株主利益を侵害する事実の有

無等について、重点的に監査を実施しているとともに、内部監査室及び会計監査人等との連携を密にして情報の収集

と共有化に努めています。

なお、常勤監査役である堀義人は、過去に、当社において取締役や内部監査室長等を務めた経験を有しております。

また、社外監査役である野添尚三は、民間企業において常勤監査役や財務経理部長を務めた経験を有しており、同じく

社外監査役である寺澤直樹は、コンサルティング会社ディレクター、企業の代表取締役など要職を歴任し、豊富な見識

と経験を有しております。　　

　

③社外取締役及び社外監査役

当社の社外取締役は１名、社外監査役は２名であり、いずれも当社との間には、特別な利害関係はございません。当

社は、当社との間に特別の利害関係のない者を、社外取締役及び社外監査役として選任しており、業務執行から独立し

た立場での監査・監督機能の強化を図っております。

また、当社は、社外取締役の選任にあたり、独立性に関する基準または方針は特に設けておりませんが、選任にあ

たっては、会社法に定める社外性の要件を満たすというだけでなく、東京証券取引所および大阪証券取引所の独立役

員の基準等を参考にしております。社外監査役の選任にあたっては、会社との関係、代表取締役その他の取締役や主要

な使用人との関係等を勘案して独立性に問題がないことを確認するとともに、取締役会および監査役会等への出席可

能性等を検討し、決定しております。　

　なお、社外監査役が過半数を占める監査役会は、監査役会事務局との情報共有を図り、また、内部監査室、会計監査人

等との連携を密にして、コーポレート・ガバナンスの強化を図っております。　
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④役員報酬の内容

１．提出会社の役員区分ごとの報酬等の総額、報酬等の種類別の総額及び対象となる役員の員数

役員区分
報酬等の総額

(百万円)

報酬等の種類別の総額（百万円） 対象となる

役員の員数

（人）
基本報酬

ストック

オプション
賞与

取締役

(社外取締役を除く）
446 446 － － 4

監査役

(社外監査役を除く）
13 13 － － 1

社外役員 34 34 － － 3

合計 493 493 － － 8

  　

２．報酬等の総額が１億円以上である者の報酬等の総額

氏名 役員区分 会社区分
連結報酬等の種類別の額（百万円） 連結報酬等

の総額
（百万円）

基本報酬
ストックオ
プション

賞与 退職慰労金

 岡田和生 取締役 連結子会社 364 － － －        364

富士本淳 代表取締役 提出会社 316 － － － 316

　

３．使用人兼務役員の使用人分給与のうち重要なもの

該当事項はありません。

　

４．役員の報酬等の額またはその算定方法の決定に関する方針の内容及び決定方法

当社の役員の報酬等の額又はその算定方法の決定に関しての具体的な方針は定めておりませんが、取締役及び監

査役の報酬につきましては、株主総会での決議の範囲内で、会社への貢献度などを総合的に勘案し、取締役について

は取締役会において、監査役については監査役会において決定しております。

また、役員退職慰労金制度は定めておりません。　　

　

⑤株式の保有状況

１．投資株式のうち保有目的が純投資目的以外の目的であるものの銘柄数及び貸借対照表計上額の合計額

銘柄数　11銘柄

貸借対照表計上額の合計額　124百万円

２．保有目的が純投資目的以外の目的である投資株式の保有区分、銘柄、株式数、貸借対照表計上額及び保有目的

　

前事業年度

特定投資株式

銘柄 株式数（株）
貸借対照表計上額

（百万円）
保有目的

㈱みずほフィナンシャルグループ 9,570 1 取引等の関係維持

㈱三井住友フィナンシャルグループ 5,000 13取引等の関係維持

㈱三菱UFJフィナンシャルグループ 3,700 1 取引等の関係維持

松竹㈱ 1,000 0 取引等の関係維持

第一生命保険㈱ 2 0 取引等の関係維持
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当事業年度

　特定投資株式

銘柄 株式数（株）
貸借対照表計上額

（百万円）
保有目的

㈱三井住友フィナンシャルグループ 5,000 18取引等の関係維持

㈱三菱UFJフィナンシャルグループ 3,700 2 取引等の関係維持

㈱みずほフィナンシャルグループ 9,570 1 取引等の関係維持

㈱ダイナムジャパンホールディングス 246,900 40取引等の関係維持

　

　

３．保有目的が純投資目的である投資株式の前事業年度及び当事業年度における貸借対照表計上額の合計額並びに

当事業年度における受取配当金、売却損益及び評価損益の合計額

区分

前事業年度（百万円） 当事業年度（百万円）

貸借対照表計上額の合

計額

貸借対照表計

上額の合計額

受取配当金の

合計額

売却損益の合

計額

評価損益の合

計額

非上場株式 0 0 － － －

上記以外の株式 92 67 0 － －

　

⑥会計監査の状況　

　平成25年３月期の会計監査につきましては、UHY東京監査法人（指定社員業務執行社員　公認会計士　原伸之氏、指定

社員業務執行社員　公認会計士　谷田修一氏、指定社員業務執行社員　公認会計士　鹿目達也氏）に委託しております。

なお、当社の会計監査業務に係る補助者は、公認会計士６名、会計士補等11名であります。

　

⑦定款で取締役の定数又は取締役の資格制限について定めた場合の、その内容

　当社の取締役は10名以内となっております。

 

⑧取締役の選解任の決議要件につき、会社法と異なる別段の定めをした場合の、その内容

　当社の取締役の選任決議は、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主が出席し、そ

の議決権の過半数をもって行うこととしております。また、取締役の選任決議は、累積投票によらないものとしており

ます。

 

⑨株主総会決議事項を取締役会で決議できることとした場合の、その事項及びその理由

１．自己株式の取得 

当社は、会社法第165条第２項の規定により、取締役会の決議によって自己の株式を取得することができることと

しております。

これは、自己株式の取得が機動的に行えることを目的とするものです。

２．剰余金の配当等の決定機関

当社は、剰余金の配当等会社法第459条第１項各号に定める事項について、法令に別段の定めがある場合を除き、

株主総会の決議によらず取締役会の決議により定める旨定款に定めております。これは、剰余金の配当等を取締役

会の権限とすることにより、株主への機動的な利益還元を行うことを目的とするものであります。

３．取締役の責任免除

当社は、会社法第426条第１項の規定により、取締役会の決議をもって同法第423条第１項の取締役（取締役で

あった者を含む。）の責任を法令の限度において免除することができる旨定款に定めております。これは、取締役が

職務を遂行するにあたり、その能力を十分に発揮して、期待される役割を果たしうる環境を整備することを目的と

するものであります。
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なお、当社と社外取締役は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の責任を限定する契約を締

結しております。当該契約に基づく責任の限定額は、１百万円または法令が定める額のいずれか高い額としており

ます。

ただし、当該責任限定が認められるのは、当該社外取締役が責任の原因となった職務の遂行について善意でかつ

重大な過失がないときに限られます。 

　

４．監査役の責任免除

当社は、会社法第426条第1項の規定により、取締役会の決議をもって、同法第423条第1項の監査役（監査役であっ

た者を含む。）の責任を法令の限度において免除することができる旨定款に定めております。これは、監査役が職務

を遂行するにあたり、その能力を十分に発揮して、期待される役割を果たしうる環境を整備することを目的とする

ものであります。　

なお、当社と社外監査役は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の責任を限定する契約を締

結しております。当該契約に基づく責任の限定額は、１百万円または法令が定める額のいずれか高い額としており

ます。

　ただし、当該責任限定が認められるのは、当該社外監査役が責任の原因となった職務の遂行について善意でかつ重

大な過失がないときに限られます。

 

⑩株主総会の特別決議要件を変更した場合の、その事項及びその理由

当社は、会社法第309条第２項に定める決議は、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有す

る株主が出席し、その議決権の３分の２以上をもって行うこととしております。

これは、株主総会における特別決議の定足数を緩和することにより、株主総会の円滑な運営を行うことを目的とす

るものです。

 

（２）【監査報酬の内容等】

①【監査公認会計士等に対する報酬の内容】

区分
前連結会計年度 当連結会計年度

監査証明業務に基づく
報酬（百万円）

非監査業務に基づく報
酬（百万円）

監査証明業務に基づく
報酬（百万円）

非監査業務に基づく報
酬（百万円）

提出会社 70 － 98 －

連結子会社 － － － －

計 70 － 98 －

 

②【その他重要な報酬の内容】

　該当事項はありません。

 

③【監査公認会計士等の提出会社に対する非監査業務の内容】

　該当事項はありません。 

　

④【監査報酬の決定方針】

　当社は、監査公認会計士等に対する監査報酬の決定方針について、特段の定めはございませんが、監査報酬の適

切性について、当社の規模及び監査日数等を考慮し、事業年度ごとに検討しております。
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第５【経理の状況】

１．連結財務諸表及び財務諸表の作成方法について

(1)  当社の連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28号）

に基づいて作成しております。

 

(2)  当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第59号）に基づ

いて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、連結会計年度（平成24年４月１日から平成25年３月

31日まで）の連結財務諸表及び事業年度（平成24年４月１日から平成25年３月31日まで）の財務諸表について、

UHY東京監査法人による監査を受けております。

　　

３．連結財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みについて

当社は、連結財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みを行っております。具体的には、会計基準等の内

容を適切に把握し、財務諸表を適正に作成できる体制を整備するため、公益財団法人財務会計基準機構へ加入し、セ

ミナーへの参加並びに会計専門書の定期購読を行っております。
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１【連結財務諸表等】
（１）【連結財務諸表】
①【連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当連結会計年度
(平成25年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 34,440 ※1, ※7
 64,372

受取手形及び売掛金 ※4
 3,595

※4
 11,694

有価証券 11,967 116

商品及び製品 785 545

仕掛品 2,734 5,352

原材料及び貯蔵品 17,241 19,206

繰延税金資産 1,182 1,806

その他 2,500 6,844

貸倒引当金 △63 △83

流動資産合計 74,384 109,856

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 ※1
 8,748

※1
 9,567

減価償却累計額 △4,825 △5,126

建物及び構築物（純額） 3,922 4,441

機械装置及び運搬具 4,166 4,257

減価償却累計額 △3,150 △3,303

機械装置及び運搬具（純額） 1,015 954

貸与資産 1,304 1,182

減価償却累計額 △1,053 △1,118

貸与資産（純額） 250 64

土地 ※1
 31,235

※1, ※6, ※8
 35,841

建設仮勘定 5,469 15,605

その他 10,681 8,812

減価償却累計額 △6,860 △7,184

その他（純額） 3,820 1,628

有形固定資産合計 45,713 58,535

無形固定資産

のれん 49 －

その他 284 617

無形固定資産合計 334 617

投資その他の資産

投資有価証券 ※2
 29,040

※2, ※5
 42,526

長期貸付金 145 140

敷金及び保証金 1,625 1,645

破産更生債権等 1,783 1,817

長期未収入金 268 ※8
 1,224

長期預け金 － ※7
 4,332

その他 586 576

貸倒引当金 △2,068 ※6, ※8
 △3,074

投資その他の資産合計 31,380 49,188

固定資産合計 77,429 108,341

資産合計 151,813 218,197
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当連結会計年度
(平成25年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※4
 6,820

※4
 13,869

短期借入金 － ※1
 9,132

1年内返済予定の長期借入金 936 811

1年内償還予定の社債 ※1
 2,060

※1
 2,060

未払金 1,304 1,771

未払法人税等 752 15,994

未払消費税等 1,012 843

賞与引当金 189 215

その他 1,323 2,479

流動負債合計 14,397 47,176

固定負債

社債 ※1
 4,200

※1
 2,140

長期借入金 1,155 ※1
 4,676

資産除去債務 183 185

その他 540 625

固定負債合計 6,079 7,627

負債合計 20,477 54,804

純資産の部

株主資本

資本金 98 98

資本剰余金 10,852 10,852

利益剰余金 164,036 187,616

自己株式 △12,763 △14,296

株主資本合計 162,223 184,269

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △16 △51

為替換算調整勘定 △31,701 △21,593

その他の包括利益累計額合計 △31,718 △21,644

新株予約権 22 22

少数株主持分 808 745

純資産合計 131,336 163,393

負債純資産合計 151,813 218,197
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②【連結損益計算書及び連結包括利益計算書】
【連結損益計算書】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　平成23年４月１日
　至　平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成24年４月１日
　至　平成25年３月31日)

売上高 74,858 99,182

売上原価 ※3
 32,616

※3
 42,627

売上総利益 42,241 56,554

販売費及び一般管理費 ※1, ※2
 15,892

※1, ※2
 20,657

営業利益 26,349 35,897

営業外収益

受取利息 14 54

受取配当金 26 54

為替差益 63 3,227

持分法による投資利益 7,178 5,636

その他 66 249

営業外収益合計 7,349 9,223

営業外費用

支払利息 84 147

社債発行費 120 －

株式交付費 － 51

支払手数料 90 34

その他 34 15

営業外費用合計 330 248

経常利益 33,368 44,873

特別利益

関係会社株式売却益 － 326

持分変動利益 771 503

その他 70 16

特別利益合計 842 847

特別損失

固定資産除却損 90 8

投資有価証券評価損 1 55

訴訟和解金 14 36

不正関連損失 － ※4
 263

海外事業損失引当金繰入額 － 2,222

その他 7 0

特別損失合計 114 2,587

税金等調整前当期純利益 34,096 43,133

法人税、住民税及び事業税 4,017 16,066

法人税等調整額 △1,290 △196

法人税等合計 2,726 15,870

少数株主損益調整前当期純利益 31,370 27,263

少数株主損失（△） △10 △186

当期純利益 31,380 27,449
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【連結包括利益計算書】
（単位：百万円）

前連結会計年度
(自　平成23年４月１日
　至　平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成24年４月１日
　至　平成25年３月31日)

少数株主損益調整前当期純利益 31,370 27,263

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 41 △58

為替換算調整勘定 △3,827 10,075

持分法適用会社に対する持分相当額 △15 56

その他の包括利益合計 ※
 △3,801

※
 10,073

包括利益 27,569 37,336

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 27,579 37,522

少数株主に係る包括利益 △10 △186
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③【連結株主資本等変動計算書】
(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　平成23年４月１日
　至　平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成24年４月１日
　至　平成25年３月31日)

株主資本

資本金

当期首残高 3,446 98

当期変動額

減資 △3,348 －

当期変動額合計 △3,348 －

当期末残高 98 98

資本剰余金

当期首残高 7,503 10,852

当期変動額

減資 3,348 －

当期変動額合計 3,348 －

当期末残高 10,852 10,852

利益剰余金

当期首残高 140,584 164,036

当期変動額

剰余金の配当 △2,378 △2,229

剰余金の配当（中間配当） △5,550 △2,201

当期純利益 31,380 27,449

連結範囲の変動 － △16

持分法の適用範囲の変動 － 577

当期変動額合計 23,451 23,579

当期末残高 164,036 187,616

自己株式

当期首残高 △2,763 △12,763

当期変動額

自己株式の取得 △10,000 △1,532

当期変動額合計 △10,000 △1,532

当期末残高 △12,763 △14,296

株主資本合計

当期首残高 148,771 162,223

当期変動額

剰余金の配当 △2,378 △2,229

剰余金の配当（中間配当） △5,550 △2,201

当期純利益 31,380 27,449

自己株式の取得 △10,000 △1,532

連結範囲の変動 － △16

持分法の適用範囲の変動 － 577

当期変動額合計 13,451 22,046

当期末残高 162,223 184,269
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　平成23年４月１日
　至　平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成24年４月１日
　至　平成25年３月31日)

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金

当期首残高 △33 △16

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

17 △35

当期変動額合計 17 △35

当期末残高 △16 △51

為替換算調整勘定

当期首残高 △27,883 △31,701

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

△3,818 10,108

当期変動額合計 △3,818 10,108

当期末残高 △31,701 △21,593

その他の包括利益累計額合計

当期首残高 △27,916 △31,718

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

△3,801 10,073

当期変動額合計 △3,801 10,073

当期末残高 △31,718 △21,644

新株予約権

当期首残高 67 22

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △44 △0

当期変動額合計 △44 △0

当期末残高 22 22

少数株主持分

当期首残高 － 808

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 808 △62

当期変動額合計 808 △62

当期末残高 808 745

純資産合計

当期首残高 120,922 131,336

当期変動額

剰余金の配当 △2,378 △2,229

剰余金の配当（中間配当） △5,550 △2,201

当期純利益 31,380 27,449

自己株式の取得 △10,000 △1,532

連結範囲の変動 － △16

持分法の適用範囲の変動 － 577

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △3,037 10,010

当期変動額合計 10,413 32,057

当期末残高 131,336 163,393
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④【連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　平成23年４月１日
　至　平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成24年４月１日
　至　平成25年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 34,096 43,133

減価償却費 1,852 2,113

のれん償却額 67 49

不正関連損失 － 263

賞与引当金の増減額（△は減少） 10 26

貸倒引当金の増減額（△は減少） △217 981

海外事業損失引当金繰入額 － 2,222

受取利息及び受取配当金 △40 △109

支払利息 84 147

為替差損益（△は益） △112 △3,137

持分法による投資損益（△は益） △7,178 △5,636

持分変動損益（△は益） △771 △503

関係会社株式売却損益（△は益） － △326

売上債権の増減額（△は増加） 943 △8,099

たな卸資産の増減額（△は増加） 827 △4,302

未収入金の増減額（△は増加） △34 162

その他の流動資産の増減額（△は増加） △490 △4,379

破産更生債権等の増減額（△は増加） 141 △33

仕入債務の増減額（△は減少） 452 7,045

未払金の増減額（△は減少） 561 466

前受金の増減額（△は減少） △195 32

その他の流動負債の増減額（△は減少） △83 249

その他の固定資産の増減額（△は増加） 15 △1,182

その他の固定負債の増減額（△は減少） △93 △2

その他 335 262

小計 30,171 29,443

利息及び配当金の受取額 60 109

持分法適用会社からの配当金の受取額 12,632 －

利息の支払額 △121 △150

法人税等の支払額 △3,742 △1,313

営業活動によるキャッシュ・フロー 38,999 28,088
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　平成23年４月１日
　至　平成24年３月31日)

当連結会計年度
(自　平成24年４月１日
　至　平成25年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △6,160 △11,434

有形固定資産の売却による収入 18 9

無形固定資産の取得による支出 △156 △621

投資有価証券の取得による支出 △1,001 △1,505

投資有価証券の償還による収入 1,069 －

子会社株式の取得による支出 － △1,234

子会社株式の売却による収入 － 450

敷金及び保証金の差入による支出 △179 △2

敷金及び保証金の回収による収入 10 57

預け金の預入による支出 － △7,854

その他 76 75

投資活動によるキャッシュ・フロー △6,321 △22,060

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △5,439 8,809

長期借入れによる収入 2,300 3,909

長期借入金の返済による支出 △209 △936

社債の発行による収入 5,879 －

社債の償還による支出 △1,340 △2,060

配当金の支払額 △7,928 △4,430

自己株式の取得による支出 △10,010 △1,532

少数株主からの払込みによる収入 995 －

担保提供預金の増減額（△は増加） 1,249 △6,973

その他 22 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △14,480 △3,213

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,222 3,383

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 16,975 6,197

現金及び現金同等物の期首残高 29,432 46,408

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 172

現金及び現金同等物の期末残高 ※
 46,408

※
 52,778
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【注記事項】

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

１．連結の範囲に関する事項

(1)連結子会社の数　　　　　　　18社

　主要な連結子会社名は、「第１　企業の概況４．関係会社の状況」に記載しているため、省略しておりま

す。

(2)連結子会社の異動

①国内連結子会社

　㈱アクロスは当連結会計年度において新たに設立し、重要性が増したため、連結の範囲に含めておりま

す。また、㈱メーシー販売は㈱メーシーに名称を変更しております。

②海外連結子会社

　KO Dining Group Limited，TIGER RESORT, LEISURE AND ENTERTAINMENT,INC.は重要性が増したため、当

連結会計年度より連結の範囲に含めております。また、Aruze Hong Kong LimitedはBrontia Limitedに名

称を変更しております。

(3)主要な非連結子会社の名称等

主要な非連結子会社

北京アルゼ開発有限公司

日本将棋ネットワーク㈱

その他12社 

　㈱UEテック他６社は設立または株式を取得したため、当連結会計年度より非連結子会社に該当すること

となりました。

（連結の範囲から除いた理由）

　非連結子会社は小規模であり合計の総資産、売上高、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持

分に見合う額）等は、いずれも連結財務諸表に重要な影響を及ぼしていないためであります。

　

２．持分法の適用に関する事項

(1)持分法適用の非連結子会社及び関連会社数　　　０社

　従来、持分法適用の関連会社であったWynn Resorts,Limitedは重要な影響を与えることができなくなっ

たため、当連結会計年度において持分法の適用範囲から除外しております。

(2)持分法を適用していない非連結子会社

　北京アルゼ開発有限公司、日本将棋ネットワーク㈱、その他12社は、連結純損益及び利益剰余金等に及ぼ

す影響が軽微であり、かつ全体としても重要性がないため持分法の適用範囲から除外しております。

　㈱UEテック他６社は設立または株式を取得したため、当連結会計年度より非連結子会社に該当すること

となりました。

　

３．連結子会社の事業年度等に関する事項

　連結子会社のうち、Aruze USA, Inc.、ARUZE Investment Co.,Ltd.、EAGLEⅠLANDHOLDINGS,INC.、 EAGLEⅡ

HOLDCO,INC.、FUTURE FORTUNE LIMITED、Brontia Limited等の決算日は、12月31日であります。

　連結財務諸表の作成に当たっては、同決算日現在の財務諸表を使用しております。ただし、平成25年１月１日

から連結決算日平成25年３月31日までの期間に発生した重要な取引については、連結上必要な調整を行ってお

ります。
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４．会計処理基準に関する事項

(1)重要な資産の評価基準及び評価方法

(イ)有価証券

その他有価証券

時価のあるもの

決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動

平均法により算定しております。）

時価のないもの

移動平均法による原価法

(ロ)デリバティブ

時価法

(ハ)たな卸資産

通常の販売目的で保有するたな卸資産

商品・製品・原材料

主として総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法によ

り算定）。

仕掛品

主として総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法によ

り算定）。なお、コンテンツ等制作に関する仕掛品については個別原価法により算定しております。

貯蔵品

最終仕入原価法

(2)重要な減価償却資産の減価償却の方法

(イ)有形固定資産（リース資産を除く）

①当社及び国内連結子会社

定率法

　平成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く。）については定額法によっております。

　また、貸与資産については、契約期間を償却年数として、当該期間で均等償却しております。

主な耐用年数

建物及び構築物　　　８年～50年

機械装置及び運搬具　６年～15年

②海外連結子会社

　主として定額法を採用しております。

(ロ)無形固定資産（リース資産を除く）

①当社及び国内連結子会社

　市場販売目的のソフトウェアについては、見込販売数量に基づく償却額と残存有効期間（３年以内）に

基づく均等配分額とのいずれか大きい額を償却する方法によっており、自社利用のソフトウェアについて

は、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法、それ以外の無形固定資産については定額法を採

用しております。

②海外連結子会社

定額法を採用しております。

(ハ)リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

　なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成20年３月31日以前の

リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。　

(3)重要な引当金の計上基準

(イ)貸倒引当金

　債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権

については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

(ロ)賞与引当金

　従業員の賞与の支払に備えて、賞与支給見込額の当連結会計年度負担額を計上しております。

(ハ)海外事業損失引当金

　将来の海外事業に係る損失に備えて、損失見込額を計上しております。
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(4)重要な収益及び費用の計上基準

ファイナンス・リース取引に係る収益の計上基準

　リース料受取時に売上高と売上原価を計上する方法によっております。　　

(5)重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算基準

　外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しており

ます。なお、在外子会社等の資産及び負債は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、収益及び費用は

期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定に含めております。

(6)のれんの償却方法及び償却期間

　のれんの償却については、５年間の定額法による償却を行っております。

(7)連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

　連結キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び現金同等物）は、手許現金、随時引き出し可能な

預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない取得日から３ヶ月

以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。

(8)その他連結財務諸表作成のための重要な事項

(イ)消費税等の会計処理

　税抜方式によっております。

(ロ)支払利子の原価算入

　カジノリゾート事業に要した資金のうち、その建設資金を借入金により調達している長期プロジェクト

で、かつ、その金額が重要なものについては、建設期間中に対応する支払利子をそれぞれの建設原価に算入

しております。

　

（会計方針の変更）

（減価償却方法の変更）

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当連結会計年度より、平成24年４月１日以後に取得した有

形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　これにより、従来の方法に比べて、当連結会計年度の減価償却費が149百万円減少し、営業利益、経常利益、及び税

金等調整前当期純利益はそれぞれ149百万円増加しております。　
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（表示方法の変更）

（連結貸借対照表）

　前連結会計年度において、「投資その他の資産」の「その他」に含めていた「長期未収入金」は、金額的重要性

が増したため、当連結会計年度より独立掲記することとしました。この表示方法の変更を反映させるため、前連結

会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。　

　この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「投資その他の資産」の「その他」に表示していた854

百万円は「長期未収入金」268百万円、「その他」586百万円として組み替えております。　

　

（連結損益計算書）

　　前連結会計年度において、「特別損失」の「その他」に含めていた「投資有価証券評価損」は、金額的重要性

が増したため、当連結会計年度より独立掲記することとしました。この表示方法の変更を反映させるため、前連

結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

　　 この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、「特別損失」の「その他」に表示していた8百万円は

「投資有価証券評価損」1百万円、「その他」7百万円として組み替えております。　

　

　　 前連結会計年度において独立掲記しておりました「法人税等還付税額」は、金額的重要性が乏しくなったた

め、当連結会計年度より「法人税、住民税及び事業税」に含めて表示しております。この表示方法の変更を反映

させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

　　この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、「法人税等還付税額」に表示しておりました88百万円

は、「法人税、住民税及び事業税」として組み替えております。　

　　　

（連結キャッシュ・フロー計算書）

　　前連結会計年度において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めておりました、「その

他の固定資産の増減額（△は増加）」は、金額的重要性が増したため、当連結会計年度より独立掲記すること

としました。また、前連結会計年度において、独立掲記していた、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の

「固定資産売却損益（△は益）」、「固定資産除却損」は金額的重要性が乏しくなったため、当連結会計年度

より「営業活動によるキャッシュフロー」の「その他」に含めて表示しております。この表示方法の変更を反

映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

　この結果、前連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書において、「営業活動によるキャッシュ・フ

ロー」の「固定資産売却損益（△は益）」、「固定資産除却損」、「その他」にそれぞれ表示していた3百万

円、90百万円、256百万円は、「その他の固定資産の増減額（△は増加）」15百万円、「その他」335百万円とし

て組み替えております。 
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（追加情報）

　（訴訟）

  Wynn Resorts, Limited （NASDAQ: WYNN, 以下「ウィン・リゾーツ社」という）及び同社取締役会は、2012年2月18日、

当社及び当社連結子会社であるAruze USA Inc.をウィン・リゾーツ社の株主として不適任であるとし、ウィン・リゾーツ

社が、Aruze USA Inc. が保有するウィン・リゾーツ社株式（24,549,222株、発行済株式に対する持分割合：当時

19.66％）を同日のウィン・リゾーツ社株式時価の約30%の割引価格で10年満期の長期受取手形を対価として償還するこ

とを一方的に決定し、実行したと主張しております。また、ウィン・リゾーツ社は翌19日、当社及びAruze USA Inc.に対し

て、当社取締役会長岡田和生による忠実義務違反を幇助したことによる損害賠償及び上記株式償還の決定について宣言的

救済を求めた訴訟を提起しております。

　それを受け、当社及びAruze USA Inc. は、2012年3月12日に、ウィン・リゾーツ社への投資を保全するために必要な法的

措置の一環として反訴を提起し、ウィン・リゾーツ社による不適切な株式償還に対する差止め命令及び裁判所の宣言的救

済を求めるとともに、不適切な株式償還及び詐欺的行為に関与したスティーブ・ウィン氏、並びにウィン・リゾーツ社の

執行役員及び各取締役に対し、損害賠償等を求めております。

　当該反訴手続は、今後ディスカバリー及び証言録取等の証拠開示手続を経た後、トライアルにおいて証人尋問等を経て判

決に至るという過程となるため、最終的な結論が出るまで相当期間がかかることが予想されます。さらに、Aruze USA Inc.

が保有するウィン・リゾーツ社株式の償還に関する訴訟におけるすべてのディスカバリーは現在、６カ月間延期されてい

ます。従いまして、現時点では実体的判断の帰趨及び時期のいずれについても見通しがつかない状況であり、当社において

は予測予断を持って判断を行わず、本反訴請求の結果事実の確定が成されれば、即時にそれに従って適正な処理と開示を

行うことが妥当と判断しております。このため、本反訴請求の結果により発生する可能性のある当社及び連結子会社等か

らなる企業集団の特定期間の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に与える影響を確実に見積もることが困

難である事実を踏まえ、ウィン・リゾーツ社株式に対しては従前の持分法による会計処理を引き続き踏襲しておりました

が、2013年2月21日付（現地時間）で当社取締役会長岡田和生がウィン・リゾーツ社の取締役の地位を辞任したことに鑑

み、ウィン・リゾーツ社に対する影響力はないものと判断し、当連結会計年度末をもってウィン・リゾーツ社を持分法適

用対象から除外し、ウィン・リゾーツ社株式を取得原価で評価しております。その結果、投資有価証券、利益剰余金がそれ

ぞれ720百万円、577百万円増加しております。

　また、2013年2月14日付（現地時間）でウィン・リゾーツ社が長期受取手形に対する受取利息として38,728,852.63ドル

を小切手でAruze USA Inc.に発行しましたが、これに対してAruze USA Inc.は2013年2月12日にエスクロー口座を設置し

係属中の訴訟が解決するまで当該口座にウィン・リゾーツ社株式、長期受取手形および投資に係る利益等を管理するよう

裁判所に申立てを行い、さらに2013年2月19日裁判所に追加申立てを行い利息小切手の原本を裁判所が受領し保護預かり

することを要請しました。これにより、2013年4月17日にエスクロー口座の設置が認められ、正式に裁判所から命令が発行

されました。係る事実に鑑みて、請求権の原則に基づいてAruze USA Inc.に帰属しないと判断されることから当該小切手

の受取利息を会計上も税務上も認識する必要はないこととなる可能性が高いと判断され、当社連結財務諸表には利息小切

手発行に係る事実を反映させておりません。

　　

（第三者委員会の提言に対する当社の対応）

　当社グループが進めるフィリピンでのカジノリゾートプロジェクトに関して、一部の報道機関により、不正な資金の送金

が過去に行われていたとの報道が行われておりました。当該報道記事に対する公正中立な立場での調査を目的として、当

社は外部機関として第三者委員会を設置し、事実の解明に取り組んでまいりました。

　調査は現在も継続しておりますが、特に優先的に調査すべき事項の結果として、当社及び連結子会社において過去に行わ

れていた取引の中で、スービックレジャー社に支払われた3,500万ドルのうち、1,000万ドルについては、当社が貸付を行っ

ていた他の会社への貸付金に対する貸倒損失補填のために資金を還流させたにすぎず、不適切な会計処理が行われた可能

性が高いと判断された旨の提言を受領いたしました。

　当社グループは当該第三者委員会の提言が連結財務諸表に与える影響を鑑み、当連結会計年度において必要な修正を

行っております。

具体的には、1,000万ドルの貸倒損失補填対象となった当時の貸付先の代表者に対し、当連結会計年度に貸付金未回収分

956百万円の請求を実施し、当該未回収債権を長期未収金956百万円として計上した上で、現時点ではその回収可能性が不

確実であることをふまえ、当該債権に対し全額貸倒引当金を設定しております。また、あわせて第三者委員会よりスービッ

クレジャー社からの3,500万ドルの請求額の相当性に関する指摘があったことを受け、当該請求額のうち、1,000万ドル分

については、同社への支払に関する会計処理から除外し、有形固定資産に計上していた2,800万ドルとの差額300万ドルに

ついては減額し、過年度に支払手数料として計上していた700万ドルについても、不適切な費用処理であったとして取り消

した上で、上記の貸倒引当金繰入計上額956百万円分と合わせて、純額で連結損益計算書に不正関連損失263百万円を特別

損失として計上しております。なお、第３四半期における四半期連結損益計算書に計上した不正関連損失257百万円との差

額は為替の変動による影響であります。

　なお、2013年６月21日付で第三者委員会より、当該提言と同内容の調査報告書を受領しております。
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（第三者委員会会計専門補助者・独立監査人によるメモランダムに対する当社の対応）

　当社グループが進めるフィリピンでのカジノリゾートプロジェクトに関して、一部の報道機関により、不正な資金の送金

が過去に行われていたとの報道が行われておりました。当該報道記事に対する公正中立な立場での調査を目的として、当

社は外部機関として第三者委員会を設置し、事実の解明に取り組んでまいりました。

調査は現在も継続しておりますが、スービックレジャー社に支払われた3,500万ドルのうち、1,000万ドルについては、上記

（第三者委員会の提言に対する当社の対応）に記載したとおりですが、土地として計上していた2,500万ドルについて、そ

の資産性が毀損しているのではないかという疑義があるものとのメモランダムを新たに受領しました。

  当社グループは当該メモランダムが連結財務諸表に与える影響を鑑み、当連結会計年度において必要な修正を行ってお

ります。

  具体的には、本来土地問題の解決のためにスービックレジャー社に支払った2,500万ドルについて、スービックレジャー

社とのコンサルティング契約締結前に土地問題が法律的に解決できた問題であるため、不必要な支払、すなわち資産性に

疑義があるものとして、保守主義の観点から、連結貸借対照表上、土地に対して2,460百万円の海外事業損失引当金を設定

し、237百万円の為替換算調整勘定を計上し、連結損益計算書上、2,222百万円の海外事業損失引当金繰入額を計上しており

ます。

　さらに、2013年６月21日付で第三者委員会より、当該メモランダムと同内容の調査報告書を受領しております。

  なお、当該引当金設定額は今後の調査の進展によってその時点の事実に基づき妥当な金額に変更される可能性がありま

す。　　
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（連結貸借対照表関係）

※１．担保資産及び担保付債務

　担保に供している資産は、次のとおりであります。

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当連結会計年度

（平成25年３月31日）

現金及び預金 －百万円 7,343百万円

建物 1,473    1,420

土地 5,168  5,168

 

　

　担保付債務は、次のとおりであります。

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当連結会計年度

（平成25年３月31日）

短期借入金 －百万円 4,328百万円

１年内償還予定の社債                 1,860                  1,860

長期借入金                 －                  4,332

社債                 3,800                  1,940

　

　

※２．非連結子会社及び関連会社に対するものは、次のとおりであります。

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当連結会計年度

（平成25年３月31日）

投資有価証券（株式） 28,804百万円 1,556百万円

　

　３．偶発債務

(1)裏書譲渡高

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当連結会計年度

（平成25年３月31日）

受取手形裏書譲渡高 509百万円 －百万円

 

（2)保証債務　

連結会社以外の会社に対して発行しているスタンドバイＬ/Ｃは次のとおりです。

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当連結会計年度

（平成25年３月31日）　

Philippine Amusement and

Gaming Corporation

　　　　　　　－ 210百万円

　　　(1億フィリピンペソ)　

　

　　　当社グループの連結子会社であるTIGER RESORT,LEISURE AND ENTERTAINMENT,INC.はBDO UNIBANK,INC．に依

頼を行いPhilippine Amusement and Gaming Corporationに対してスタンドバイＬ/Ｃを発行しております。

これは、当社グループが推進しているカジノリゾートプロジェクトの遂行にあたり規約に基づいたものと

なっております。なお、当該スタンドバイＬ/Ｃ発行に際して当社グループの連結子会社が提供した担保は、

次のとおりであります。　

　

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当連結会計年度

（平成25年３月31日）　

現金及び預金 　　　　　　　－ 210百万円

　　　(1億フィリピンペソ)　
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　※４．連結会計年度末日満期手形

　　連結会計年度末日満期手形の会計処理については、当連結会計年度の末日が金融機関の休日でしたが、

満期日に決済が行われたものとして処理しております。当連結会計年度末日満期手形の金額は、次のと

おりであります。

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当連結会計年度

（平成25年３月31日）

受取手形 947百万円 1,782百万円

支払手形                    1,578                    1,128

　

※５．Wynn Resorts,Limited株式に関する取扱については、重要な影響を与えられなくなったため、持分法の

適用をしておりません。詳細については（追加情報）（訴訟）に記載の通りであります。　

　

※６.土地から直接控除している海外事業損失引当金の額

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当連結会計年度

（平成25年３月31日）

土地 　－ 2,460百万円

　

※７.現金及び預金のうち4,367百万円、長期預け金4,332百万円は当社グループが推進しているカジノリゾー

　　トプロジェクトの遂行に資金使途を限定しており、当該プロジェクト完了をもって終了するエスクロー契

　　約に関するものであります。また、長期預け金に関しましては、エスクロー口座の最低口座残高が5,000

　　万米ドルとされている為、当該区分において開示しております。

　

※８. 不適切な取引及び会計処理に関して下記のとおり計上しております。　

　　土地　　　　　△264百万円

　　長期未収入金　　956百万円

　　貸倒引当金　　△956百万円
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（連結損益計算書関係）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

　
前連結会計年度

（自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日）

研究開発費 2,757百万円 2,700百万円

給与手当 3,700 4,203

賞与引当金繰入額 77 79

貸倒引当金繰入額 △22 61

支払手数料 1,500 4,809

　

※２．一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開発費の総額

前連結会計年度
（自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日）

2,757百万円 2,700百万円

　

※３．通常の販売目的で保有する棚卸資産の収益性の低下による簿価切下額（当連結会計年度0百万円、前連

結会計年度471百万円）が含まれております。

　

※４. 不正関連損失は、不適切な取引及び会計処理に関して発生した損失であり、内訳は次のとおりでありま

す。　

　　貸倒引当金繰入額　　956百万円

　　支払手数料の修正　△556百万円

　　為替差益　　　　　△136百万円

　　計               　 263百万円　

　

　

（連結包括利益計算書関係）

　　　　　※その他包括利益に係る組替調整額及び税効果額　

　
前連結会計年度

（自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日）

その他有価証券評価差額金： 　 　

当期発生額 44百万円 △63百万円

税効果調整前 44 △63

税効果額 △3 5

その他有価証券評価差額金 41 △58

為替換算調整勘定： 　 　

当期発生額 △3,827 10,075

為替換算調整勘定 △3,827 10,075

持分法適用会社に対する持分相当額： 　 　

当期発生額 △15 56

持分法適用会社に対する持分相当額 △15 56

その他の包括利益合計 △3,801 10,073
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（連結株主資本等変動計算書関係）

前連結会計年度（自　平成23年４月１日　至　平成24年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当連結会計年度期
首株式数（株）

当連結会計年度増
加株式数（株）

当連結会計年度減
少株式数（株）

当連結会計年度末
株式数（株）

発行済株式     

普通株式 80,195,000 － － 80,195,000

合計 80,195,000 － － 80,195,000

自己株式     

普通株式 905,877 4,980,177 － 5,886,054

合計 905,877 4,980,177 － 5,886,054

（注）普通株式の自己株式の株式数の増加4,980,177株は、取締役会決議に基づく自己株式の取得による増加4,980,000株

及び単元未満株式の買取りによる増加177株であります。

 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

区分 新株予約権の内訳
新株予約権の
目的となる株
式の種類

新株予約権の目的となる株式の数（株） 当連結会計
年度末残高
（百万円）

当連結会計
年度期首

当連結会計
年度増加

当連結会計
年度減少

当連結会計
年度末

 提出会社

 （親会社）

ストック・オプション

としての新株予約権
－ － － － － 22

合計 － － － － － 22

 （注）ストック・オプションとしての新株予約権は、権利行使期間の初日が到来しておりません。

　

３．配当に関する事項

(1)配当金支払額

　

（決議）　
株式の種類

配当金の総額

（百万円）
配当の原資 

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日

平成23年５月19日

取締役会
普通株式 2,378利益剰余金 30 平成23年３月31日平成23年６月22日

　

　

（決議）
株式の種類

配当金の総額

（百万円）
配当の原資 

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日

平成23年９月30日

取締役会
普通株式 5,550利益剰余金 70 平成23年９月30日平成23年11月25日

　

(2)基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

　

　

（決議）　

株式の種類
配当金の総額

（百万円）
配当の原資 

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日

平成24年５月17日

取締役会
普通株式 2,229利益剰余金 30 平成24年３月31日平成24年６月29日
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当連結会計年度（自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当連結会計年度期
首株式数（株）

当連結会計年度増
加株式数（株）

当連結会計年度減
少株式数（株）

当連結会計年度末
株式数（株）

発行済株式     

普通株式 80,195,000 － － 80,195,000

合計 80,195,000 － － 80,195,000

自己株式     

普通株式 5,886,054 925,100 － 6,811,154

合計 5,886,054 925,100 － 6,811,154

（注）普通株式の自己株式の株式数の増加925,100株は、取締役会決議に基づく自己株式の取得による増加であります。

 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

区分 新株予約権の内訳
新株予約権の
目的となる株
式の種類

新株予約権の目的となる株式の数（株） 当連結会計
年度末残高
（百万円）

当連結会計
年度期首

当連結会計
年度増加

当連結会計
年度減少

当連結会計
年度末

 提出会社

 （親会社）

ストック・オプション

としての新株予約権
－ － － － － 22

合計 － － － － － 22

 （注）ストック・オプションとしての新株予約権は、権利行使期間の初日が到来しておりません。

　

３．配当に関する事項

(1)配当金支払額

　

（決議）　
株式の種類

配当金の総額

（百万円）
配当の原資 

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日

平成24年５月17日

取締役会
普通株式 2,229利益剰余金 30 平成24年３月31日平成24年６月29日

　

　

（決議）
株式の種類

配当金の総額

（百万円）
配当の原資 

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日

平成24年11月２日

取締役会
普通株式 2,201利益剰余金 30 平成24年９月30日平成24年12月７日

　

(2)基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

　

（決議）　
株式の種類

配当金の総額

（百万円）
配当の原資 

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日

平成25年５月20日

取締役会
普通株式 1,467利益剰余金 20 平成25年３月31日平成25年６月28日
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（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　
前連結会計年度

（自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日）

現金及び預金勘定 34,440百万円 64,372百万円

有価証券勘定 11,967　 116　

担保に供している預金 －　 △7,343　

エスクロー契約による預託金 －　 △4,367　

現金及び現金同等物 46,408　 52,778　

 

（リース取引関係）

重要性が乏しいため記載しておりません。 
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（金融商品関係）

１．金融商品の状況に関する事項

（1）金融商品に対する取組方針

当社グループは、適切な事業計画に基づいて、主に銀行借入、社債発行、グループ金融によって必要な資金

を調達しております。一時的な余資は安全性・流動性を基本に元本保証型の大口預金等での運用を行って

おります。デリバティブ取引に関しましてはリスクを回避するために利用しており、投機目的では行わない

方針であります。　

（2）金融商品の内容及びそのリスク

営業債権である受取手形及び売掛金は、製品の受注から販売に至る一連の営業活動過程で発生するもの

であり顧客の信用リスクに晒されております。

有価証券及び投資有価証券は、主に海外子会社において運用している投資信託、業務上の関係を有する企

業の株式であり、市場価格の変動リスク・為替リスクに晒されております。

営業債務である支払手形及び買掛金は、そのほとんどが４ヶ月以内の支払期日であり、主に部材等の購入

や債務の決済過程で発生するものであります。

借入金、社債に関しましては主に研究開発、部材購入・設備投資等で発生した債務の決済原資の調達を目

的としたものであり、このうち一部は支払金利の変動リスクに晒されておりますが、デリバティブ取引（金

利スワップ取引）を利用してヘッジしております。　

デリバティブ取引は、借入金に係る支払金利の変動リスクに対するヘッジを目的とした金利スワップ取

引であります。

（3）金融商品に係るリスク管理体制

当社ではリスクに応じて本部長会において適宜協議を行っておりますが、各リスクに対しましては更に

以下の様に管理を行っております。　

①信用リスク(取引先の契約不履行に係るリスク)の管理

当社は受取手形、売掛金などの営業債権につきましては、債権管理課が与信管理規程に基づき取引先

の信用状況の調査及び情報収集を行っております。また、財務経理部において四半期ごとに売掛金・受

取手形の残高確認を実施しております。

更に貸付金に関しましては取引を実施する際に貸付先の財政状態及び経営成績の調査を行い、会社

の権利保全に努めております。　

②市場リスク(為替や金利等の変動リスク)の管理　

当社は借入金及び社債に係る金利の変動リスクに対して、借入条件・社債発行条件において当社に

不利な条項が含まれないような形で借入を行っております。

また、借入金に係る支払金利の変動リスクを抑制するために、金利スワップ取引を利用しておりま

す。　

有価証券に関しましては元本割れの確率が極めて僅少な安全性の高い投資信託で運用することと

し、投資有価証券に関しましては定期的に時価や発行体(取引先企業)の財務状況等を把握するととも

に、年度ごとに取引先の財務諸表を精査し、保有状況を継続的に見直しております。

デリバティブ取引の執行・管理については、担当部署が決済担当者の承認を得て行っております。

③資金調達に係る流動性リスク(支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理

借入を行う際には資金の流動性、借入期間を考慮し、長短資金コストの動向を重点的に見極めながら

借入を行っております。また、借入を行った資金に関しましては担当部署が適時に資金繰り計画の作成

・更新を行い、管理をしております。　
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２．金融商品の時価等に関する事項

連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。なお、時価を把握するこ

とが極めて困難と認められるものは含まれておりません（（注）２.参照）。

前連結会計年度（平成24年３月31日）

　
連結貸借対照表計上額

（百万円）
時価（百万円） 差額（百万円）

(1) 現金及び預金 34,440 34,440 －

(2) 受取手形及び売掛金 3,595 3,595 －

(3) 有価証券及び投資有価証券   　

　　有価証券 11,967 11,967 －

　　その他有価証券　 109  109  －

　　関連会社株式(*1)　 28,474 210,865 182,390

(4) 長期貸付金　 145  －  －

　　貸倒引当金(*2) △108  －  －

 36 36 －

(5) 敷金及び保証金 1,625 1,625 －

(6) 破産更生債権等 1,783 － －

　　貸倒引当金(*2) △1,546 － －

　 236 236 －

資産計 80,487 262,877 182,390

(1) 支払手形及び買掛金 (6,820) (6,820) －

(2) １年内返済予定の長期借入金 (936) (936) －

(3) １年内償還予定の社債　 (2,060) (2,060) －

(4) 未払金 (1,304) (1,304) －

(5) 社債 (4,200) (4,200) －

(6) 長期借入金 (1,155) (1,155) －

負債計 (16,475) (16,475) －

デリバティブ取引(*3) (11) (11) －

(*1)当社の連結子会社が保有する在外持分法適用会社の株式であり、ナスダック市場における2011年12月末の株価

を2011年12月末レートで換算しております。

(*2)個別に計上されている貸倒引当金を控除しております。

(*3)デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項目につ

いては、(　）で示しております。
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当連結会計年度（平成25年３月31日）

　
連結貸借対照表計上額

（百万円）
時価（百万円） 差額（百万円）

(1) 現金及び預金 64,372 64,372 －

(2) 受取手形及び売掛金 11,694 11,694 －

(3) 有価証券及び投資有価証券   　

　　有価証券 116 116 －

　　その他有価証券　 1,739  1,739  －

(4) 長期貸付金　 140 －  －

　　貸倒引当金(*2) △108  －  －

 31 31 －

(5) 敷金及び保証金 1,645 1,645 －

（6）長期未収入金 1,224　 － －

　　貸倒引当金(*2) △980　 － －

　 244　 244 －

(7) 破産更生債権等 1,817 － －

　　貸倒引当金(*2) △1,552 － －

　 264 264 －

資産計 80,109 80,109 －

(1) 支払手形及び買掛金 (13,869) (13,869) －

(2) 短期借入金 (9,132) (9,132) －

(3) １年内返済予定の長期借入金 (811) (811) －

(4) １年内償還予定の社債　 (2,060) (2,060) －

(5) 未払金 (1,771) (1,771) －

(6) 社債 (2,140) (2,140) －

(7) 長期借入金 (4,676) (4,676) －

負債計 (34,461) (34,461) －

デリバティブ取引(*3) (2) (2) －

(*1)負債に計上されているものについては、(　)で示しております。

(*2)個別に計上されている貸倒引当金を控除しております。

(*3)デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項目につ

いては、(　）で示しております。

　

（注）１．金融商品の時価の算定方法並びに有価証券及びデリバティブ取引に関する事項

資　産

(1）現金及び預金、(2）受取手形及び売掛金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっておりま

す。

(3）有価証券及び投資有価証券　

これらの時価について、株式は取引所の価格によっております。投資信託は時価が帳簿価額にほぼ等しい

ことから、当該帳簿価額によっております。

(4）長期貸付金

貸付先別に信用リスクを把握することは困難であり、合理的な貸倒実績率に基づいて貸倒見積高を算定し

ており、時価は連結決算日における貸借対照表価額から貸倒見積高を控除した金額に近似していることから

当該価額を時価としております。
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(5）敷金及び保証金　

個別に償還期間を把握することが困難であり、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから当該帳簿価額によっ

ております。

（6）長期未収入金、(7) 破産更生債権等

長期未収入金については相手先別に信用リスクを把握することは困難であり、合理的な貸倒実績率に基

づいて貸倒見積高を算定しており、また、破産更生債権等については、担保及び保証による回収見込額等に

基づいて貸倒見積高を算定しており、時価は決算日における貸借対照表価額から現在の貸倒見積高を控除

した金額に近似しており、当該金額をもって時価としております。　

負　債

(1）支払手形及び買掛金、(2) 短期借入金、(3）１年内返済予定の長期借入金及び（5）未払金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっておりま

す。

(4）1年内償還予定の社債

これらは償還までの期間が短期間で、金利変動リスクに晒されていないことから、時価は帳簿価額と近似

している為、当該帳簿価額によっております。　

　

（6）社債

　元利の合計額を新規起債を行った場合に想定される利率で割引いて算出する方法によっておりますが、時

価は帳簿価額とほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。　

　

（7）長期借入金

　元利の合計額を新規借入を行った場合に想定される利率で割引いて算出する方法によっておりますが、時

価は帳簿価額とほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。　

　

デリバティブ取引　

注記事項「デリバティブ取引関係」をご参照ください。　

　

２．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

　 （単位：百万円）

区分
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当連結会計年度

（平成25年３月31日）

非上場株式 455 1,618

その他有価証券 － 39,168

非上場株式については、市場価格がないため、また、その他有価証券については当社の連結子会社が保有す

る株式であり時価は存在するものの、売却等を行うことは困難であり時価を把握することが極めて困難であ

るとみなされることから、「（3）有価証券及び投資有価証券」には含めておりません。　

　

３．金銭債権及び満期のある有価証券の連結決算日後の償還予定額

前連結会計年度（平成24年３月31日）

 
１年以内
　(百万円）

１年超
５年以内
　(百万円）

５年超
10年以内
　(百万円）

10年超
 (百万円）

現金及び預金 34,440 － － －

受取手形及び売掛金 3,590 4 － －

有価証券 11,967 － － －

長期貸付金　 － 20 16 108

合計 49,998 25 16 108
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当連結会計年度（平成25年３月31日）

 
１年以内
　(百万円）

１年超
５年以内
　(百万円）

５年超
10年以内
　(百万円）

10年超
 (百万円）

現金及び預金 64,372 － － －

受取手形及び売掛金 11,694 － － －

有価証券 116 － － －

長期貸付金　 － 20 11 108

合計 76,184 20 11 108

（注）金銭債権のうち、期間の定めのない長期未収入金等については上表に含めておりません。　

　

４．社債及び長期借入金の連結決算日後の返済予定額

前連結会計年度（平成24年３月31日）

　
１年以内
（百万円）

１年超
２年以内
（百万円）

２年超
３年以内
（百万円）

３年超
４年以内
（百万円）

４年超
５年以内
（百万円）

５年超
（百万円）

短期借入金 － － － － － －

社債 2,060 2,060 1,640 500 － －

長期借入金 936 811 344 － － －

合計 2,996 2,871 1,984 500 － －

　

当連結会計年度（平成25年３月31日）

　
１年以内
（百万円）

１年超
２年以内
（百万円）

２年超
３年以内
（百万円）

３年超
４年以内
（百万円）

４年超
５年以内
（百万円）

５年超
（百万円）

短期借入金 9,132 － － － － －

社債 2,060 1,640 500 － － －

長期借入金 811 344 4,332 － － －

合計 12,003 1,984 4,832 － － －
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（有価証券関係）

　１．その他有価証券

前連結会計年度（平成24年３月31日）

 種類
連結貸借対照表計上
額（百万円）

取得原価（百万円） 差額（百万円）

連結貸借対照表計上額
が取得原価を超えるも
の

(1）株式 109 96 12

(2）債券    

①　国債・地方債

等
－ － －

②　社債 － － －

③　その他 － － －

(3）その他 － － －

小計 109 96 12

連結貸借対照表計上額
が取得原価を超えない
もの

(1）株式 0 0 △0

(2）債券    

①　国債・地方債

等
－ － －

②　社債 － － －

③　その他 － － －

(3）その他 － － －

小計 0 0 △0

合計 109 97 12

　

当連結会計年度（平成25年３月31日）

 種類
連結貸借対照表計上
額（百万円）

取得原価（百万円） 差額（百万円）

連結貸借対照表計上額
が取得原価を超えるも
の

(1）株式 23 12 11

(2）債券    

①　国債・地方債

等
－ － －

②　社債 － － －

③　その他 － － －

(3）その他 － － －

小計 23 12 11

連結貸借対照表計上額
が取得原価を超えない
もの

(1）株式 1,715 1,765 △49

(2）債券    

①　国債・地方債

等
－ － －

②　社債 － － －

③　その他 － － －

(3）その他 － － －

小計 1,715 1,765 △49

合計 1,739 1,778 △38

　　　非上場株式等（連結貸借対照表計上額 1,618百万円）は、市場価格がなく、かつ将来キャッシュ・フローを見積るこ

とができず、時価を把握することが極めて困難と認められるため、また、当社の連結子会社が保有するその他有価

証券（連結貸借対照表計上額 39,168百万円）は、時価は存在するものの売却等を行うことが困難であり、時価を

把握することが極めて困難であるとみなされるため、上表の「その他有価証券」には含めておりません。
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２．売却したその他有価証券

　　　　前連結会計年度（自　平成23年４月１日　至　平成24年３月31日）　

種類 売却額（百万円）
売却益の合計額
（百万円）

売却損の合計額
（百万円）

(1）株式 － － －

(2）債券    

①  国債・地方債等 － － －

②  社債 1,069 － －

③  その他 － － －

(3）その他 － － －

合計 1,069 － －

　

　　　　当連結会計年度（自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日）　

該当事項はありません。

　

３.保有目的を変更した有価証券

　 従来、当社の連結子会社が関連会社株式として保有していた在外持分法適用会社の株式を、当連結会計年度におい

て影響力がないものと判断し持分法適用対象から除外したことにより、その他有価証券に変更し、取得原価で評価し

ております。この変更により、投資有価証券、利益剰余金がそれぞれ720百万円、577百万円増加しております。

　　

４．減損処理を行った有価証券

前連結会計年度（自　平成23年４月１日　至　平成24年３月31日）

　前連結会計年度において、その他有価証券について1百万円減損処理を行っております。　

なお、時価を把握することが極めて困難と認められる非上場株式の減損処理にあたっては、財政状態の悪化があり、か

つ１株あたり純資産が取得原価に比し50％以上下落した場合は、原則減損としますが、個別に回復可能性を判断し、最

終的に減損処理の要否を決定しております。　　　　　　　　　　

　

当連結会計年度（自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日）

　当連結会計年度において、その他有価証券について55百万円減損処理を行っております。　

なお、時価を把握することが極めて困難と認められる非上場株式の減損処理にあたっては、財政状態の悪化があり、か

つ１株あたり純資産が取得原価に比し50％以上下落した場合は、原則減損としますが、個別に回復可能性を判断し、最

終的に減損処理の要否を決定しております。　　　　　　　　　　
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（デリバティブ取引関係）

１．ヘッジ会計が適用されていないデリバティブ取引 

(1)通貨関連

前連結会計年度（平成24年３月31日）

該当事項はありません。

 

当連結会計年度（平成25年３月31日）

該当事項はありません。
　
(2)金利関連

前連結会計年度（平成24年３月31日）

区分 取引の種類
契約額等
（百万円）

契約額等のうち
１年超
（百万円）

時価
（百万円）

評価損益
（百万円）

市場取引以外の取引
金利スワップ取引     
変動受取・固定支払 875 375 △11 △11

合計 875 375 △11 △11
　　　(注) １.時価の算定方法

　 取引先金融機関等から提示された価格等に基づき算定しております。
２.契約額等には想定元本を記載しております。　
　

当連結会計年度（平成25年３月31日）

区分 取引の種類
契約額等
（百万円）

契約額等のうち
１年超
（百万円）

時価
（百万円）

評価損益
（百万円）

市場取引以外の取引
金利スワップ取引     
変動受取・固定支払 375 － △2 △2

合計 375 － △2 △2
　　　(注) １.時価の算定方法

　 取引先金融機関等から提示された価格等に基づき算定しております。
２.契約額等には想定元本を記載しております。　
　　

（退職給付関係）

　該当事項はありません。
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（ストック・オプション等関係）

１．ストック・オプションの権利不行使による失効により利益として計上した金額

　 （単位：百万円）

　
前連結会計年度

（自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日）

新株予約権戻入益 67 0

 

２．ストック・オプションの内容、規模及びその変動状況

(1)ストック・オプションの内容

 
平成23年

ストック・オプション

付与対象者の区分及び人数

当社取締役　　　３名

当社従業員等　　52名

合計　　　　　  55名

株式の種類別のストック・

オプションの数 (注)
普通株式　　　847,000株 

付与日 平成23年12月19日 

権利確定条件

①権利行使時においても当社または

当社関係会社の取締役、監査役また

は従業員であることを要する。ただ

し、任期満了による退任、定年退職、

その他正当な理由があると取締役会

が認めた場合は、この限りではない。

②下記(ⅰ)、(ⅱ）及び(ⅲ)に掲げる

条件が全て満たされた場合にのみ、

本新株予約権を行使することができ

る。

(ⅰ)平成25年３月期の監査済みの当

社連結損益計算書（連結財務諸表を

作成していない場合は、損益計算

書）において経常利益が213億円を

超過していること。なお、国際財務報

告基準の適用等により参照すべき経

常利益の概念に重要な変更があった

場合には、別途参照すべき指標を取

締役会にて定めるものとする。

(ⅱ）平成26年３月期の監査済みの

当社連結損益計算書（連結財務諸表

を作成していない場合は、損益計算

書）において経常利益が250億円を

超過していること。なお、国際財務報

告基準の適用等により参照すべき経

常利益の概念に重要な変更があった

場合には、別途参照すべき指標を取

締役会にて定めるものとする。
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平成23年

ストック・オプション

　

(ⅲ)本新株予約権の割当日の後、金

融商品取引所における当社普通株式

の普通取引終値が一度でも本新株予

約権の行使価格に130％を乗じた価

格である金2,399円を超過すること。

対象勤務期間
自　平成23年12月19日

至　平成23年12月28日

権利行使期間
自　平成26年７月１日

至　平成31年６月30日

（注）株式数に換算して記載しております。

 

(2)ストック・オプションの規模及びその変動状況

当連結会計年度（平成25年３月期）において存在したストック・オプションを対象とし、ストック・オ

プションの数については、株式数に換算して記載しております。

①ストック・オプションの数

  
平成23年

ストック・オプション

権利確定前 (株)     

前連結会計年度末  847,000

付与  －

失効  3,000

権利確定  －

未確定残  844,000

権利確定後 (株) 　

前連結会計年度末  －

権利確定  －

権利行使  －

失効  －

未行使残  －

②単価情報

  
平成23年

ストック・オプション

権利行使価格 (円) 1,845

行使時平均株価 (円) －

付与日における公正な

評価単価　（注）
(円) 27

（注）付与日における公正な評価単価は、1株当たりの単価を記載しております。

 　

３．ストック・オプションの権利確定数の見積方法

基本的には、将来の失効数の合理的な見積もりは困難であるため、実績の失効数のみ反映させる方法を採用

しております。
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（税効果会計関係）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
　

当連結会計年度
（平成25年３月31日）

繰延税金資産（流動） 　 　 　

未払事業税 54百万円　 1,430百万円

たな卸資産 775 　 776

賞与引当金 74 　 84

貸倒引当金　 19 　 59

繰越欠損金 1,094 　 332

為替差損益 － 　 152

その他 97 　 91

小計 2,116 　 2,928

評価性引当額 △925 　 △1,093

差引 1,191 　 1,835

　繰延税金負債との相殺 △9 　 △28

繰延税金資産（流動）の純額 1,182 　 1,806

 　 　 　

繰延税金負債（流動） 　 　 　

貸倒引当金 △8 　 △28

為替差損益 － 　 △383

その他 △0 　 △1

小計 △9 　 △413

　繰延税金資産との相殺 9 　 28

繰延税金負債（流動）の純額 － 　 △384

 　 　 　

繰延税金資産（固定） 　 　 　

貸倒引当金 161 　 402

減価償却超過額 167 　 203

出資損失 153 　 153

減損損失 179 　 179

投資有価証券　 15 　 42

代替ミニマム税繰越額 － 　 1,755

繰越欠損金 755 　 1,592

その他 75 　 77

小計 1,508 　 4,406

評価性引当額 △1,508 　 △4,406

繰延税金資産（固定）計 － 　 －

繰延税金資産（固定）の純額　 － 　 －

 　 　 　

繰延税金負債（固定） 　 　 　

その他有価証券評価差額金 △4 　 △9

固定資産評価益　 － 　 △73

為替差損益　 － 　 △8

繰延税金負債（固定）計 △4 　 △91

繰延税金負債（固定）の純額 △4 　 △91

　

（注）繰延税金負債（流動）の純額（前連結会計年度　　－百万円、当連結会計年度　384百万円)については、連

結貸借対照表の流動負債「その他」に、また、繰延税金負債（固定）の純額（前連結会計年度　4百万円、当連

結会計年度91百万円)については、連結貸借対照表の固定負債「その他」に含まれております。　
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２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因

となった主要な項目別の内訳

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
　

当連結会計年度
（平成25年３月31日）

法定実効税率 42.00％ 　 　39.40％　

（調整） 　 　  

評価性引当金 △35.67 　 　 6.56

持分変動損益 △0.95 　  △0.46

持分投資損益 △8.84 　  △5.15　

連結子会社の税率差異 4.88 　  　0.69

海外事業損失引当金繰入額 － 　 　 2.03

持分法適用会社からの配当金 4.70 　  －

その他 1.88 　  △6.27

税効果会計適用後の法人税等の負担率 8.00 　  36.79

　　

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。　

　

（資産除去債務関係）

資産除去債務のうち連結貸借対照表に計上しているもの

イ　当該資産除去債務の概要

　本社事務所の賃貸借契約に伴う原状回復義務等であります。

　

ロ　当該資産除去債務の金額の算定方法

　使用見込期間を本社事務所内の主要資産(取得価額10百万円超）の平均残存使用期間である８年と見積

り、割引率は1.04％を使用して資産除去債務の金額を計算しております。

　

ハ　当該資産除去債務の総額の増減

　
前連結会計年度

（自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日）

期首残高 181百万円 183百万円

有形固定資産の取得に伴う増加額 － －

時の経過による調整額 1 1

資産除去債務の履行による減少額 － －

その他増減額（△は減少） － －

期末残高 183 185

　

（賃貸等不動産関係）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、本社に製品・サービス別の事業本部を置き、各事業本部は、取り扱う製品・サービスについて国内及

び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

したがって、当社は、事業本部を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、「パチスロ

・パチンコ事業」を報告セグメントとしております。

「パチスロ・パチンコ事業」は、パチスロ機、パチンコ機を開発、製造、販売しております。

　

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成と同一であります。

セグメント利益又は損失（△）は、営業利益ベースの数値であります。

セグメント間の内部収益及び振替高は、市場実勢価格に基づいております。

（減価償却方法の変更）

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当連結会計年度より、平成24年４月１日以後に取得した

有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。　

　これにより、従来の方法に比べて、当連結会計年度の「パチスロ・パチンコ事業」のセグメント利益が138百

万円増加し、「その他事業」のセグメント損失が0百万円減少しております。
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３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自　平成23年４月１日　至　平成24年３月31日）

（単位：百万円）　

 
 

報告セグメント
その他
（注）

合計
 
 

パチスロ・
パチンコ事業

売上高    

外部顧客への売上高 72,195 2,662 74,858

セグメント間の内部売上高又は振替高 － 288 288

計 72,195 2,951 75,146

セグメント利益又は損失（△） 32,343 △255 32,088

セグメント資産 60,748 17,766 78,514

その他の項目    

減価償却費 1,454 162 1,617

のれんの償却額 67 － 67

有形固定資産及び無形固定資産の増加額 1,024 224 1,248

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、放送事業及びメディア事業等

を含んでおります。

　

当連結会計年度（自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日）

（単位：百万円）　

 
 

報告セグメント
その他
（注）

合計
 
 

パチスロ・
パチンコ事業

売上高    

外部顧客への売上高 96,203 2,979 99,182

セグメント間の内部売上高又は振替高 － 50 50

計 96,203 3,030 99,233

セグメント利益又は損失（△） 45,705 △1,216 44,489

セグメント資産 75,684 10,029 85,714

その他の項目    

減価償却費 1,448 355 1,803

のれんの償却額 49 － 49

有形固定資産及び無形固定資産の増加額 902 612 1,514

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、放送事業及びメディア事業等

を含んでおります。
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４．報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：百万円）

売上高 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 72,195 96,203

「その他」の区分の売上高 2,951 3,030

セグメント間取引消去 △288 △50

連結財務諸表の売上高 74,858 99,182

　

　 （単位：百万円）

利益 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 32,343 45,705

「その他」の区分の損失（△） △255 △1,216

セグメント間取引消去 55 54

全社費用（注） △5,793 △8,645

連結財務諸表の営業利益 26,349 35,897

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

　

　 （単位：百万円）

資産 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 60,748 75,684

「その他」の区分の資産 17,766 10,029

全社資産（注） 73,298 132,483

連結財務諸表の資産合計 151,813 218,197

（注）全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない関連会社に対する投資、余資運用資金（現金預金、有価証券）及び土

地等であります。

　

　 （単位：百万円）

その他の項目
報告セグメント計 その他 調整額 連結財務諸表計上額
前連結会
計年度

当連結会
計年度

前連結会
計年度

当連結会
計年度

前連結会
計年度

当連結会
計年度

前連結会
計年度

当連結会
計年度

減価償却費 1,4541,448 162 355 235 310 1,8522,113

のれん償却額 67 49 － － － － 67 49

有形固定資産及び無形固定資

産の増加額
1,024 902 224 612 4,82110,3566,07011,870

（注）有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、全社部門における投資額であります。
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【関連情報】

前連結会計年度（自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

 

２．地域ごとの情報

（1）売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

　

（2）有形固定資産

（単位：百万円）

日本 フィリピン その他海外 合計

17,843 26,272 1,597 45,713

　

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省略し

ております。

　

当連結会計年度（自  平成24年４月１日  至  平成25年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

 

２．地域ごとの情報

（1）売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

　

（2）有形固定資産

（単位：百万円）

日本 フィリピン その他海外 合計

22,546 33,264 2,724 58,535

　

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省略し

ております。
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日）

該当事項はありません。

　

当連結会計年度（自  平成24年４月１日  至  平成25年３月31日）

該当事項はありません。

　

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日）

（単位：百万円）

 
パチスロ・
パチンコ事業

その他 全社・消去 合計

当期償却額 67 － － 67

当期末残高 49 － － 49

　

当連結会計年度（自  平成24年４月１日  至  平成25年３月31日）

（単位：百万円）

 
パチスロ・
パチンコ事業

その他 全社・消去 合計

当期償却額 49 － － 49

当期末残高 － － － －

　

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度（自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日）

該当事項はありません。

　　

当連結会計年度（自  平成24年４月１日  至  平成25年３月31日）

該当事項はありません。
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【関連当事者情報】

１．関連当事者との取引

(1)連結財務諸表提出会社と関連当事者との取引

①連結財務諸表提出会社の親会社及び主要株主（会社等の場合に限る。）等

前連結会計年度（自平成23年４月１日　至平成24年３月31日）

種類
会社等
の名称
又は氏名

所在地
資本金又は
出資金

（百万円）

事業の内容
又は職業

議決権等の
所有

（被所有）
割合（％）

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
（百万円）

科目
期末残高
（百万円）

親会社

岡田ホール

ディングス

合同会社

東京都

渋谷区
10

不動産賃

貸等

被所有

直接73.3
不動産賃借

保証金差入

 
家賃等の支
払い

141

 
　106

敷金及び　
保証金

 
前払費用

141
　

12

（注）１. 取引金額には消費税等を含めておりません。期末残高には消費税等を含めております。
　　　２. 地代家賃の支払いについては、業務内容を勘案し、両者協議の上決定しております。
　　　３. 岡田ホールディングス合同会社は、平成24年４月13日に東京都江東区に住所変更しております。　
　

当連結会計年度（自平成24年４月１日　至平成25年３月31日）

種類
会社等
の名称
又は氏名

所在地
資本金又は
出資金

（百万円）

事業の内容
又は職業

議決権等の
所有

（被所有）
割合（％）

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
（百万円）

科目
期末残高
（百万円）

親会社

岡田ホール

ディングス

合同会社

東京都

江東区
10

不動産賃

貸等

被所有

直接74.2%
不動産賃借

保証金差入

 
家賃等の支
払い

－

 
　141

敷金及び　
保証金

 
前払費用

141
　

12

（注）１. 取引金額には消費税等を含めておりません。期末残高には消費税等を含めております。
　　　２. 地代家賃の支払いについては、業務内容を勘案し、両者協議の上決定しております。
　　　

　　

②連結財務諸表提出会社の役員及び主要株主（個人の場合に限る。）等

前連結会計年度（自平成23年４月１日　至平成24年３月31日）

種類
会社等
の名称
又は氏名

所在地
資本金又は
出資金

（百万円）

事業の内容
又は職業

議決権等の
所有

（被所有）
割合（％）

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
（百万円）

科目
期末残高
（百万円）

（注２）
㈱トランス

オービット

東京都

港区
472旅行業

なし

（注２）

航空券等の

購入先

旅費
（注３）

 

38

 　

未払金 
　

5
　

（注４）
Aruze Gaming

America,Inc.

アメリカ

ネバダ州

8千US$

　

ゲーミン

グ機器事

業

なし

（注４）

当社製品の

販売

製品及び部
品の販売
（注５）

 
 
事務所の転
貸による家
賃等の受取
（注６)

129

 
 

140

売掛金

 
 

－

346

 
 

－

（注）１．取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれております。

２．当社の役員の岡田和生が議決権の98.7％を直接所有しているため、「役員及び主要株主（個人の場合に限

る。）等」の種類に含めております。

３．旅費については、市場価格を勘案して一般取引条件と同様に決定しております。

４．当社の役員の岡田和生が議決権の100％を直接所有しているため、「役員及び主要株主（個人の場合に限

る。）等」の種類に含めております。

５．製品及び部品の販売・仕入については、市場価格を勘案して一般的取引条件と同様に決定しております。

６．家賃については、市場価格を勘案して一般的取引条件と同様に決定しております。
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当連結会計年度（自平成24年４月１日　至平成25年３月31日）

種類
会社等
の名称
又は氏名

所在地
資本金又は
出資金

（百万円）

事業の内容
又は職業

議決権等の
所有

（被所有）
割合（％）

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
（百万円）

科目
期末残高
（百万円）

（注２）
㈱トランス

オービット

東京都

港区
472旅行業

なし

（注２）

航空券等の

購入先

旅費
（注３）

 

29

 　

未払金 
　

2
　

（注４）
Aruze Gaming

America,Inc.

アメリカ

ネバダ州

8千US$

　

ゲーミン

グ機器事

業

なし

（注４）

当社製品の

販売

製品及び部
品の販売
（注５）

 
 
事務所の転
貸による家
賃等の受取
（注６)
　
　
部材の保管
料　
　

68

 
 

14

10　

売掛金

 
 

－

－　

　442

　
　

－

－

(注７)

　
　
㈱アルゼソ
フトウェア　

　

東京都

江東区　

10

　

ゲーミン

グ機器事

業

なし

（注７）

　

事務所の

転貸

　事務所の転
貸による家
賃等の受取
（注７）
　
　

108

　　　

未収入金　　

　

　1

　　

（注）１．取引金額には消費税等を含めておりません。期末残高には消費税等を含めております。　

　　　２．当社の役員の岡田和生が議決権の98.7％を直接所有しているため、「役員及び主要株主（個人の場合に限る。）

等」の種類に含めております。

３．旅費については、市場価格を勘案して一般取引条件と同様に決定しております。

４．当社の役員の岡田和生が議決権の100％を直接所有しているため、「役員及び主要株主（個人の場合に限

る。）等」の種類に含めております。

５．製品及び部品の販売・仕入については、市場価格を勘案して一般的取引条件と同様に決定しております。

６．家賃については、市場価格を勘案して一般的取引条件と同様に決定しております。

７. 当社の役員の岡田和生が議決権の100％を間接所有しているため、「役員及び個人主要株主等」の属性に含め

ております。　

　

(2)連結財務諸表提出会社の連結子会社と関連当事者との取引

①連結財務諸表提出会社の役員及び主要株主（個人の場合に限る。）等

前連結会計年度（自平成23年４月１日　至平成24年３月31日）

種類
会社等
の名称
又は氏名

所在地
資本金又は
出資金

（百万円）

事業の内容
又は職業

議決権等の
所有

（被所有）
割合（％）

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
（百万円）

科目
期末残高
（百万円）

（注２）
㈱トランス

オービット

東京都

港区

　

472　

　
旅行業

なし

（注２）　

航空券等の

購入先　

　

旅費
（注３）
　

19

　　　　
　－
　

－

　　

（注４）

Aruze

Gaming

Hong Kong

Limited

中国(香

港)

10HK$　

　

ゲーミン

グ機器事

業

なし

（注４）　

建物の賃借

　

　

車両運搬具

の購入　

　

　

家賃等の支
払い
（注５）
　
　
車両運搬具
の購入　
（注６）
　
　

18

　
　
12　

　
　

　
－

　　　　　　機

械装置及

び　　運搬

具　

　

　

－

　

　

7　

　

　

（注）１．取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれております。

２．当社の役員の岡田和生が議決権の98.7％を直接所有しているため、「役員及び主要株主（個人の場合に限

る。）等」の種類に含めております。

３. 旅費については、市場価格を勘案して一般取引条件と同様に決定しております。

４．当社の役員の岡田和生が議決権の100％を直接所有しているため、「役員及び主要株主（個人の場合に限

る。）等」の種類に含めております。

５. 地代家賃については、市場価格を勘案して一般取引条件と同様に決定しております。

６. 機械装置及び運搬具の購入は、実勢価格を参考としつつ、交渉の上決定しております。

　

当連結会計年度（自平成24年４月１日　至平成25年３月31日）
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種類
会社等
の名称
又は氏名

所在地
資本金又は
出資金

（百万円）

事業の内容
又は職業

議決権等の
所有

（被所有）
割合（％）

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
（百万円）

科目
期末残高
（百万円）

（注２）
㈱トランス

オービット

東京都

港区

　

472　

　
旅行業

なし

（注２）　

航空券等の

購入先　

　

旅費
（注３）
　

14
　　　　

　－
　

－

　　

（注４）

Aruze

Gaming

Hong Kong

Limited

中国(香

港)

10HK$　

　

ゲーミン

グ機器事

業

なし

（注４）　

建物の賃借

　　

家賃等の支
払い
（注５）　

30
　　
　未払金
　　　　　　　　

6

　　

（注）１．取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれております。

２．当社の役員の岡田和生が議決権の98.7％を直接所有しているため、「役員及び主要株主（個人の場合に限

る。）等」の種類に含めております。

３. 旅費については、市場価格を勘案して一般取引条件と同様に決定しております。

４．当社の役員の岡田和生が議決権の100％を直接所有しているため、「役員及び主要株主（個人の場合に限

る。）等」の種類に含めております。

５. 地代家賃については、市場価格を勘案して一般取引条件と同様に決定しております。

　

２．親会社又は重要な関連会社に関する注記

(１)親会社情報

Okada Holdings Limited（非上場）

岡田ホールディングス合同会社（非上場）

　

(２)重要な関連会社の要約財務情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）　

　
Wynn Resorts, Limited

前連結会計年度 当連結会計年度（注）

流動資産合計 134,214 －

固定資産合計 402,152 －

　 　 　

流動負債合計 122,820 －

固定負債合計 240,694 －

　 　 　

純資産合計 172,851 －

　 　 　

売上高 419,633 －

税引前当期純利益金額 64,147 －

当期純利益金額 48,842 －

（注）従来、重要な関連会社であったWynn Resorts,Limitedは重要な影響を与えることができなくなったた

め、当連結会計年度において重要な関連会社から除外しております。
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（１株当たり情報）

前連結会計年度
（自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日）

１株当たり純資産額 1,756円25銭

１株当たり当期純利益金額 401円79銭

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 401円73銭

１株当たり純資産額 2,216円9銭

１株当たり当期純利益金額 372円84銭

　　　　　　――――――― 　

（注）１．当連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式

　　　　　が存在しないため記載しておりません。

　　　２．１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

　　　　　であります。

 
前連結会計年度

（自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日）

当連結会計年度
（自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日）

１株当たり当期純利益金額　 　 　

　当期純利益金額（百万円） 31,380 27,449

　普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

　普通株式に係る当期純利益金額（百万円） 31,380 27,449

　期中平均株式数（千株） 78,101 73,622

　 　 　

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 　 　

　当期純利益調整額 （百万円） －　 －　

　普通株式増加数 （千株） 11　 －　

　　（うち新株予約権（千株）） (11)　 －　

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり当期純利益の算定に含めなかった潜在株

式の概要

　　 ――――――― 　平成23年11月30日取締役会決

議ストックオプション

新株予約権１種類（844,000個）　

　　　　普通株式（844,000株）　

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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⑤【連結附属明細表】

【社債明細表】

会社名 銘柄 発行年月日
当期首残高
（百万円）

当期末残高
（百万円）

利率
（％）

担保 償還期限

㈱ユニバーサル

エンターテイン

メント

 

 

 

 

第１回期限前償還

条項付無担保社債

平成年月日

16.12.30

600

(200)

400

(200)

短期プライム

レート－1.00

か６ヶ月円

TIBOR+0.10の

いずれか高い

利率

なし
平成年月日

26.12.30

第７回無担保社債 23.６.30
1,660

(680)

980

(680)
0.57 あり 26.６.30

第８回無担保社債 23.12.30
2,000

(500)

1,500

(500)
0.57 あり 27.12.30

第９回無担保社債 23.12.30
2,000

(680)

1,320

(680)
0.55 あり 26.12.30

合計 － －
6,260

(2,060)

4,200

(2,060)
－ － －

（注）１．当期末残高のうち、１年以内に償還予定のものを（ ）内に内書しております。

２．連結決算日後５年以内における償還予定額は以下の通りであります。

１年以内
（百万円）

１年超２年以内
（百万円）

２年超３年以内
（百万円）

３年超４年以内
（百万円）

４年超５年以内
（百万円）

2,060 1,640 500 － －

 

【借入金等明細表】

区分
当期首残高
（百万円）

当期末残高
（百万円）

平均利率
（％）

返済期限

短期借入金 － 9,132 0.714 －

１年以内に返済予定の長期借入金 936 811 0.128 －

１年以内に返済予定のリース債務 － － － －

長期借入金（１年以内に返済予定のものを除く。） 1,155 4,676 1.633平成26年～28年

リース債務（１年以内に返済予定のものを除く。） － － － －

その他有利子負債 － － － －

合計 2,091 14,619 － －

　（注）１.平均利率については、期末借入金残高に対する加重平均利率を記載しております。

　　　　２.金利スワップ取引を行った借入金については、金利スワップ考慮後の固定金利を適用して記載しておりま

　　　　　 す。　

　　　　３.長期借入金（１年以内に返済予定のものを除く。）の連結決算日後５年間の返済予定額は以下のとおりであ

　　　　　 ります。

 
１年超２年以内
（百万円）

２年超３年以内
（百万円）

３年超４年以内
（百万円）

４年超５年以内
（百万円）

長期借入金 344 4,332 － －

　　　　

【資産除去債務明細表】

　本明細表に記載すべき事項が連結財務諸表規則第15条の23に規定する注記事項として記載されているため、資

産除去債務明細表の記載を省略しております。　
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（２）【その他】

①当連結会計年度における四半期情報等

（累計期間） 第１四半期 第２四半期 第３四半期 当連結会計年度

売上高（百万円） 21,371 40,476 64,506 99,182

税金等調整前四半期（当期）

純利益金額（百万円）
9,836 18,332 29,513 43,133

四半期（当期）純利益金額

（百万円）
6,837 12,539 16,667 27,449

１株当たり四半期（当期）純

利益金額（円）
92.02 169.78 226.15 372.84

　

（会計期間） 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

１株当たり四半期純利益金額

（円）
92.02 77.67 56.24 146.93

　 

②決算日後の状況

　特記事項はありません。

 

③訴訟

　〔追加情報〕（訴訟）に記載のとおりであります。
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２【財務諸表等】
（１）【財務諸表】
①【貸借対照表】

(単位：百万円)

前事業年度
(平成24年３月31日)

当事業年度
(平成25年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 15,003 ※2
 25,350

受取手形 ※3
 1,227

※3
 6,465

売掛金 2,261 5,158

商品及び製品 471 139

仕掛品 2,730 5,176

原材料及び貯蔵品 17,205 19,135

前渡金 397 1,013

前払費用 184 2,623

繰延税金資産 803 1,500

短期貸付金 600 －

立替金 1,247 17

未収入金 169 8

仮払金 ※1
 1,754

※1
 1,206

その他 53 804

貸倒引当金 △53 △153

流動資産合計 44,057 68,446

固定資産

有形固定資産

建物 ※2
 8,386

※2
 8,609

減価償却累計額 △4,536 △4,700

建物（純額） 3,849 3,909

構築物 347 358

減価償却累計額 △280 △287

構築物（純額） 67 70

機械及び装置 2,684 2,779

減価償却累計額 △2,064 △2,167

機械及び装置（純額） 619 612

船舶 － 26

減価償却累計額 － △7

船舶（純額） － 18

車両運搬具 264 220

減価償却累計額 △209 △188

車両運搬具（純額） 55 31

工具、器具及び備品 8,891 9,064

減価償却累計額 △7,307 △7,606

工具、器具及び備品（純額） 1,583 1,458

貸与資産 1,304 1,182

減価償却累計額 △1,053 △1,118

貸与資産（純額） 250 64

土地 ※2
 6,370

※2
 6,370

建設仮勘定 4,800 9,768

その他 41 41

減価償却累計額 △35 △41

その他（純額） 5 －

有形固定資産合計 17,602 22,304
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(単位：百万円)

前事業年度
(平成24年３月31日)

当事業年度
(平成25年３月31日)

無形固定資産

のれん 49 －

ソフトウエア 216 271

ソフトウエア仮勘定 41 310

その他 25 27

無形固定資産合計 332 610

投資その他の資産

投資有価証券 234 192

関係会社株式 58,867 59,997

出資金 33 33

長期貸付金 37 32

関係会社長期貸付金 178 178

関係会社長期立替金 1,826 14,640

破産更生債権等 1,783 1,817

長期前払費用 188 190

長期未収入金 268 1,224

敷金及び保証金 802 744

その他 352 335

貸倒引当金 △1,749 △2,711

投資損失引当金 △200 △200

投資その他の資産合計 62,624 76,475

固定資産合計 80,559 99,390

資産合計 124,617 167,836

負債の部

流動負債

支払手形 ※3
 5,317

※3
 12,559

買掛金 1,452 1,315

短期借入金 － 4,804

1年内返済予定の長期借入金 936 811

1年内償還予定の社債 ※2
 2,060

※2
 2,060

未払金 1,226 1,524

未払費用 942 1,587

未払法人税等 33 15,500

未払消費税等 759 637

前受金 99 93

預り金 226 1,202

賞与引当金 175 200

その他 52 514

流動負債合計 13,281 42,811

固定負債

社債 ※2
 4,200

※2
 2,140

長期借入金 1,155 344

長期預り保証金 545 550

繰延税金負債 4 83

資産除去債務 183 185

その他 11 2

固定負債合計 6,099 3,306

負債合計 19,380 46,117

EDINET提出書類

株式会社ユニバーサルエンターテインメント（旧会社名　アルゼ株式会社）(E02452)

有価証券報告書

 84/113



(単位：百万円)

前事業年度
(平成24年３月31日)

当事業年度
(平成25年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 98 98

資本剰余金

資本準備金 7,503 7,503

その他資本剰余金 3,348 3,348

資本剰余金合計 10,852 10,852

利益剰余金

利益準備金 861 861

その他利益剰余金

別途積立金 90,000 90,000

繰越利益剰余金 16,157 34,180

利益剰余金合計 107,019 125,042

自己株式 △12,763 △14,296

株主資本合計 105,205 121,695

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 7 0

評価・換算差額等合計 7 0

新株予約権 22 22

純資産合計 105,236 121,718

負債純資産合計 124,617 167,836
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②【損益計算書】
(単位：百万円)

前事業年度
(自　平成23年４月１日
　至　平成24年３月31日)

当事業年度
(自　平成24年４月１日
　至　平成25年３月31日)

売上高

製品売上高 65,566 93,676

その他の売上高 8,031 4,566

売上高合計 73,597 98,243

売上原価

製品売上原価

製品期首たな卸高 640 471

当期製品製造原価 28,584 39,267

その他 2 0

合計 29,228 39,739

他勘定振替高 ※2
 310

※2
 26

製品期末たな卸高 471 139

製品売上原価 28,446 39,573

商品売上原価

商品期首たな卸高 3 0

商品他勘定振替高 ※2
 3 －

商品期末たな卸高 0 0

商品売上原価 － －

その他の売上原価

その他の売上原価 5,688 4,830

売上原価合計 ※5
 34,135

※5
 44,403

売上総利益 39,462 53,839

販売費及び一般管理費 ※3, ※4
 14,440

※3, ※4
 18,021

営業利益 25,021 35,818

営業外収益

受取利息 18 13

受取配当金 ※1
 823

※1
 505

為替差益 － 1,642

その他 73 89

営業外収益合計 915 2,250

営業外費用

支払利息 ※1
 64 96

社債利息 21 29

為替差損 22 －

支払手数料 ※1
 61 33

社債発行費 120 －

その他 23 20

営業外費用合計 314 179

経常利益 25,622 37,889

特別利益

関係会社株式売却益 － 449

抱合せ株式消滅差益 600 －

その他 70 17

特別利益合計 671 467
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(単位：百万円)

前事業年度
(自　平成23年４月１日
　至　平成24年３月31日)

当事業年度
(自　平成24年４月１日
　至　平成25年３月31日)

特別損失

投資有価証券評価損 1 55

貸倒引当金繰入額 － 956

固定資産除却損 90 8

訴訟和解金 18 36

その他 3 0

特別損失合計 114 1,057

税引前当期純利益 26,179 37,299

法人税、住民税及び事業税 35 15,468

法人税等還付税額 △88 －

法人税等調整額 △803 △623

法人税等合計 △856 14,845

当期純利益 27,036 22,453
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【製造原価明細書】

  
前事業年度

（自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日）

当事業年度
（自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日）

区分
注記
番号

金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

Ⅰ　材料費 　 20,225 68.2 28,150 69.9

Ⅱ　外注加工費  8,608 29.0 11,074 27.5

Ⅲ　労務費  285 1.0 210 0.5

Ⅳ　経費  525 1.8 830 2.1

当期総製造費用  29,643 100.0 40,265 100.0

期首仕掛品たな卸高  1,331  2,730  

小計  30,975 42,995 

当期仕掛品仕入高  2,298  3,612  

合計  33,274 46,608 

期末仕掛品たな卸高  2,730  5,176  

他勘定振替高 ※１ 1,958  2,163  

当期製品製造原価  28,584 39,267 

 原価計算の方法

実際総合原価計算

原価計算の方法

実際総合原価計算

　（注）※１．他勘定振替高の内訳は次のとおりであります。

項目
前事業年度

（自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日）

当事業年度
（自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日）

その他の売上原価（百万円） 1,821 2,056
研究開発費（百万円） 98 79
その他（百万円） 39 27

合計（百万円） 1,958 2,163
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③【株主資本等変動計算書】
(単位：百万円)

前事業年度
(自　平成23年４月１日
　至　平成24年３月31日)

当事業年度
(自　平成24年４月１日
　至　平成25年３月31日)

株主資本

資本金

当期首残高 3,446 98

当期変動額

減資 △3,348 －

当期変動額合計 △3,348 －

当期末残高 98 98

資本剰余金

資本準備金

当期首残高 7,503 7,503

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 7,503 7,503

その他資本剰余金

当期首残高 － 3,348

当期変動額

減資 3,348 －

当期変動額合計 3,348 －

当期末残高 3,348 3,348

資本剰余金合計

当期首残高 7,503 10,852

当期変動額

減資 3,348 －

当期変動額合計 3,348 －

当期末残高 10,852 10,852

利益剰余金

利益準備金

当期首残高 861 861

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 861 861

その他利益剰余金

別途積立金

当期首残高 90,000 90,000

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 90,000 90,000

繰越利益剰余金

当期首残高 △2,949 16,157

当期変動額

剰余金の配当 △2,378 △2,229

剰余金の配当（中間配当） △5,550 △2,201

当期純利益 27,036 22,453

当期変動額合計 19,107 18,022

当期末残高 16,157 34,180

EDINET提出書類

株式会社ユニバーサルエンターテインメント（旧会社名　アルゼ株式会社）(E02452)

有価証券報告書

 89/113



(単位：百万円)

前事業年度
(自　平成23年４月１日
　至　平成24年３月31日)

当事業年度
(自　平成24年４月１日
　至　平成25年３月31日)

利益剰余金合計

当期首残高 87,912 107,019

当期変動額

剰余金の配当 △2,378 △2,229

剰余金の配当（中間配当） △5,550 △2,201

当期純利益 27,036 22,453

当期変動額合計 19,107 18,022

当期末残高 107,019 125,042

自己株式

当期首残高 △2,763 △12,763

当期変動額

自己株式の取得 △10,000 △1,532

当期変動額合計 △10,000 △1,532

当期末残高 △12,763 △14,296

株主資本合計

当期首残高 96,098 105,205

当期変動額

剰余金の配当 △2,378 △2,229

剰余金の配当（中間配当） △5,550 △2,201

当期純利益 27,036 22,453

自己株式の取得 △10,000 △1,532

当期変動額合計 9,106 16,490

当期末残高 105,205 121,695

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金

当期首残高 △33 7

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

41 △7

当期変動額合計 41 △7

当期末残高 7 0

評価・換算差額等合計

当期首残高 △33 7

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純
額）

41 △7

当期変動額合計 41 △7

当期末残高 7 0

新株予約権

当期首残高 67 22

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △44 △0

当期変動額合計 △44 △0

当期末残高 22 22

純資産合計

当期首残高 96,132 105,236
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(単位：百万円)

前事業年度
(自　平成23年４月１日
　至　平成24年３月31日)

当事業年度
(自　平成24年４月１日
　至　平成25年３月31日)

当期変動額

剰余金の配当 △2,378 △2,229

剰余金の配当（中間配当） △5,550 △2,201

当期純利益 27,036 22,453

自己株式の取得 △10,000 △1,532

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △3 △7

当期変動額合計 9,103 16,482

当期末残高 105,236 121,718
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【注記事項】

（重要な会計方針）

１．有価証券の評価基準及び評価方法

(1)子会社株式

移動平均法による原価法

(2)その他有価証券

時価のあるもの

決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均

法により算定しております。）

時価のないもの

移動平均法による原価法

　

２．デリバティブ等の評価基準及び評価方法

デリバティブ

時価法

　

３．たな卸資産の評価基準及び評価方法

(1)製品・原材料及び仕掛品

通常の販売目的で保有するたな卸資産

　総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）。なお、

コンテンツ等制作に関する仕掛品については個別原価法により算定しております。

(2)貯蔵品

最終仕入原価法

　

４．固定資産の減価償却の方法

(1)有形固定資産（リース資産を除く）

定率法

　平成10年４月１日以降取得した建物（建物附属設備を除く）について、定額法を採用しております。

　また、貸与資産については、契約期間を償却年数として、当該期間で均等償却しております。

主な耐用年数

建物　　　　　８年～50年

機械及び装置　７年～15年

工具、器具及び備品

２年～15年

(2)無形固定資産（リース資産を除く）

定額法

　自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法を採用してお

ります。

(3)リース資産

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

　なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成20年３月31日以前のリー

ス取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。 

　

５．外貨建ての資産及び負債の本邦通貨への換算基準

　外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しておりま

す。
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６．引当金の計上基準

(1)貸倒引当金

　債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権

については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

(2)賞与引当金

　従業員の賞与の支払に備えて、将来の賞与支給見込額を計上しております。

(3)投資損失引当金

　関係会社等への投資に係る損失に備えるため、資産内容等を勘案して必要額を計上しております。

　

７．収益及び費用の計上基準

ファイナンス・リース取引に係る収益の計上基準

　リース料受取時に売上高と売上原価を計上する方法によっております。

　

８．その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項

消費税等の会計処理方法

　税抜方式によっております。

  

（会計方針の変更）

（減価償却方法の変更）　

　当社は、法人税法の改正に伴い、当事業年度より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産について、改正

後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　これにより、従来の方法に比べて、当事業年度の減価償却費が149百万円減少し、営業利益、経常利益及び税引前

当期純利益はそれぞれ149百万円増加しております。　
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（表示方法の変更）

（貸借対照表）

　　前事業年度において、「投資その他の資産」の「その他」に含めていた「長期未収入金」は、重要性が増した

ため、当事業年度より独立掲記することとしました。この表示方法の変更を反映させるため、前事業年度の財務

諸表の組替えを行っております。

　　 この結果、前事業年度の貸借対照表において、「投資その他の資産」の「その他」に表示していた620百万円

は、「長期未収入金」268百万円、「その他」352百万円として組み替えております。

　

（損益計算書）　

　　前事業年度において、独立掲記していた「特別利益」の「新株予約権戻入益」は、重要性が乏しくなったため、

当事業年度より「その他」に含めて表示しております。この表示方法の変更を反映させるため、前事業年度の

財務諸表の組替えを行っております。

　　 この結果、前事業年度の損益計算書において、「特別利益」の「新株予約権戻入益」に表示していた67百万円

は「その他」として組み替えております。

　

　　前事業年度において、「特別損失」の「その他」に含めていた「投資有価証券評価損」は、重要性が増したた

め、当事業年度より独立掲記することとしました。この表示方法の変更を反映させるため、前事業年度の財務諸

表の組替えを行っております。

　　この結果、前事業年度の損益計算書において、「特別損失」の「その他」に表示していた4百万円は「投資有価

証券評価損」1百万円、「その他」3百万円として組み替えております。

　　

（追加情報）

（第三者委員会の提言に対する当社の対応）

　当社グループが進めるフィリピンでのカジノリゾートプロジェクトに関して、一部の報道機関により、不正な資金の送金

が過去に行われていたとの報道が行われておりました。当該報道記事に対する公正中立な立場での調査を目的として、当

社は外部機関として第三者委員会を設置し、事実の解明に取り組んでまいりました。

　調査は現在も継続しておりますが、特に優先的に調査すべき事項の結果として、当社及び連結子会社において過去に行わ

れていた取引の中で、スービックレジャー社に支払われた3,500万ドルのうち、1,000万ドルについては、当社が貸付を行っ

ていた他の会社への貸付金に対する貸倒損失補填のために資金を還流させたにすぎず、不適切な会計処理が行われた可能

性が高いと判断された旨の提言を平成25年２月５日付で受領いたしました。

　当社グループは当該第三者委員会の提言が連結財務諸表に与える影響を鑑み、当連結会計年度において連結会計上必要

な修正を行っております。詳細については「１ 連結財務諸表等 (1) 連結財務諸表 注記事項（追加情報）」に記載のと

おりであります。

なお、当社個別会計上は、長期未収入金956百万円として計上した上で、全額貸倒引当金を計上しております。

　

（第三者委員会会計専門補助者・独立監査人によるメモランダムに対する当社の対応）

  当社グループが進めるフィリピンでのカジノリゾートプロジェクトに関して、一部の報道機関により、不正な資金の送

金が過去に行われていたとの報道が行われておりました。当該報道記事に対する公正中立な立場での調査を目的として、

当社は外部機関として第三者委員会を設置し、事実の解明に取り組んでまいりました。

  調査は現在も継続しておりますが、スービックレジャー社に支払われた3,500万ドルのうち、1,000万ドルについては、上

記（第三者委員会の提言に対する当社の対応）に記載したとおりですが、土地として計上していた2,500万ドルについて、

その資産性が毀損しているのではないかという疑義があるものとのメモランダムを新たに平成25年５月16日付で受領し

ました。

  当社グループは当該メモランダムが連結財務諸表に与える影響を鑑み、当連結会計年度において連結会計上必要な修正

を行っております。詳細については「１ 連結財務諸表等 (1) 連結財務諸表 注記事項（追加情報）」に記載のとおりで

あります。

なお、当社個別会計上修正はありません。　

EDINET提出書類

株式会社ユニバーサルエンターテインメント（旧会社名　アルゼ株式会社）(E02452)

有価証券報告書

 94/113



（貸借対照表関係）

※１．関係会社項目

　関係会社に対する資産及び負債には区分掲記されたもののほか次のものがあります。

　
前事業年度

（平成24年３月31日）
当事業年度

（平成25年３月31日）

仮払金                    1,378百万円                    428百万円

　　当事業年度については、上記に注記したもののほか、関係会社に対する債権として、売掛金、未収入金、立替

金、前払費用、破産更生債権等、敷金及び保証金等に含まれるものは、合計570百万円であります。

　　

※２．担保資産及び担保付債務

　担保に供している資産は、次のとおりであります。

　
前事業年度

（平成24年３月31日）
当事業年度

（平成25年３月31日）

建物                  1,473百万円                  1,420百万円

土地                  5,168                  5,168

　

　担保付債務は、次のとおりであります。

　
前事業年度

（平成24年３月31日）
当事業年度

（平成25年３月31日）

１年内償還予定の社債                　　　 1,860百万円                　　　 1,860百万円

社債                 3,800                 1,940

　

　上記のほか、スタンドバイL/C発行を依頼するに際し、次のとおり担保に供しております。

　
前事業年度

（平成24年３月31日）
当事業年度

（平成25年３月31日）

現金及び預金 －百万円 2,350百万円

　

※３. 期末日満期手形　

　　　期末日満期手形の会計処理については、当期の末日が金融機関の休日でしたが、満期日に決済が行われたも

のとして処理しております。期末日満期手形の金額は、次のとおりであります。　

　
前事業年度

（平成24年３月31日）
当事業年度

（平成25年３月31日）

受取手形 947百万円 1,782百万円

支払手形                 1,578                 1,128
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４．偶発債務

(1)受取手形裏書譲渡高

　
前事業年度

（平成24年３月31日）
当事業年度

（平成25年３月31日）

受取手形裏書譲渡高 509百万円 －百万円

　　

(2)保証債務

他の会社に発行しているスタンドバイL/Cは次のとおりであります。　

　
前事業年度

（平成24年３月31日）
当事業年度

（平成25年３月31日）　

　BDO UNIBANK,INC． 　　　　　　　－ 4,700百万円

　　　(5,000万USD)　

　　

　当社はTIGER RESORT,LEISURE AND ENTERTAINMENT,INC.がBDO UNIBANK,INC．から借入を行うに

あたり、株式会社三井住友銀行に依頼を行いBDO UNIBANK,INC．に対してスタンドバイL/Cを発行

しております。なお、当該スタンドバイＬ/Ｃ発行に際して当社が提供した担保は次のとおりであ

ります。

　

　
前事業年度

（平成24年３月31日）
当事業年度

（平成25年３月31日）　

現金及び預金 　　　　　　　－ 2,350百万円

　　　(2,500万USD)　
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（損益計算書関係）

※１．関係会社との取引に係るものが次のとおり含まれております。

前事業年度
（自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日）

当事業年度
（自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日）

受取配当金 800百万円 　 500百万円

支払利息 　　　 40 　 　　　 －

支払手数料 　　　 40 　 　　　 －

　

※２．他勘定振替高及び商品他勘定振替高の内訳は次のとおりであります。

(1)他勘定振替高

前事業年度
（自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日）

当事業年度
（自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日）

その他の売上原価 305百万円 　 8百万円

販売費及び一般管理費 4 　 17

その他 － 　 －

計 310 　 26

　

(2)商品他勘定振替高

前事業年度
（自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日）

当事業年度
（自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日）

その他の売上原価 3百万円 　 －百万円

材料仕入高 　　　 － 　 　　　 －

仕掛品 － 　 －

計 3 　 －

　

※３．販売費に属する費用のおおよその割合は前事業年度約12％、当事業年度約12％、一般管理費に属する費

用のおおよその割合は前事業年度約88％、当事業年度約88％であります。

　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

　
前事業年度

（自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日）

当事業年度
（自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日）

研究開発費 3,042百万円 2,651百万円

給与手当 2,678 2,554

支払手数料 1,277 4,082

販売手数料 877 1,224

地代家賃 807 828

減価償却費 714 1,025

賞与引当金繰入額 67 70

貸倒引当金繰入額 △95 103

　

※４．一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開発費の総額

前事業年度
（自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日）

当事業年度
（自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日）

3,042百万円 2,651百万円

　

※５．通常の販売目的で保有する棚卸資産の収益性の低下による簿価切下額（当事業年度0百万円、前事業年

度471百万円）が含まれております。
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（株主資本等変動計算書関係）

前事業年度（自　平成23年４月１日　至　平成24年３月31日）

自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当事業年度期首
株式数（株）

当事業年度増加
株式数（株）

当事業年度減少
株式数（株）

当事業年度末
株式数（株）

普通株式 905,877 4,980,177 － 5,886,054

合計 905,877 4,980,177 － 5,886,054

 （注）普通株式の自己株式の株式数の増加4,980,177株は、取締役会決議に基づく自己株式の取得による増加4,980,000

株及び単元未満株式の買取りによる増加177株であります。

 

当事業年度（自　平成24年４月１日　至　平成25年３月31日）

自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当事業年度期首
株式数（株）

当事業年度増加
株式数（株）

当事業年度減少
株式数（株）

当事業年度末
株式数（株）

普通株式 5,886,054 925,100 － 6,811,154

合計 5,886,054 925,100 － 6,811,154

 （注）普通株式の自己株式の株式数の増加925,100株は、取締役会決議に基づく自己株式の取得による増加であります。
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（リース取引関係）

重要性が乏しいため記載しておりません。 

　

（有価証券関係）

　子会社株式及び関連会社株式(当事業年度の貸借対照表計上額は子会社株式59,997百万円、前事業年度の貸借対

照表計上額は子会社株式58,867百万円）は、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められるこ

とから、記載しておりません。
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（税効果会計関係）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

　
前事業年度

（平成24年３月31日）
　

当事業年度
（平成25年３月31日）

繰延税金資産（流動） 　　 　

賞与引当金繰入超過額 69百万円　 79百万円

未払事業所税 7 　 8

貸倒引当金繰入超過額 19 　 56

未払事業税 － 　 1,385

たな卸資産評価損 775 　 776

繰越欠損金 709 　 －

その他 86 　 80

繰延税金資産（流動）小計 1,668 　 2,386

評価性引当額 △864 　 △886

繰延税金資産（流動）計 803 　 1,500

繰延税金資産（流動）の純額 803 　 1,500

  　  

繰延税金資産（固定）  　  

子会社株式評価損 147 　 147

貸倒引当金繰入超過額 161 　 402

出資金評価損                153

　　
　
               153

　　

減価償却超過額 167 　 203

減損損失 179 　 179

その他 89 　 118

繰延税金資産（固定）小計 899 　 1,204

評価性引当額  　　　　　　△899 　  　　　　　△1,204

繰延税金資産（固定）計 － 　 －

　 　 　 　

繰延税金負債（固定） 　 　 　

その他有価証券評価差額金 △4 　 △9

固定資産評価益　 － 　 △73

繰延税金負債（固定）計 △4 　 △83

繰延税金負債（固定）の純額 △4 　 △83

　

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因

となった主要な項目別の内訳

　
前事業年度

（平成24年３月31日）
　

当事業年度
（平成25年３月31日）

法定実効税率 42.00％ 　 法定実効税率と税効果会

計適用後の法人税等の負

担率との間の差異が法定

実効税率の100分の５以下

であるため注記を省略し

ております。

　

　

　

（調整） 　 　

評価性引当金 △45.39 　

法人税還付金等 △0.34 　

受取配当金等永久に益金に算入されない項

目
△1.32 　

その他 1.77 　

税効果会計適用後の法人税等の負担率 △3.27 　
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（企業結合等関係）

該当事項はありません。　

　

（資産除去債務関係）

資産除去債務のうち貸借対照表に計上しているもの

イ　当該資産除去債務の概要

　本社事務所の賃貸借契約に伴う原状回復義務等であります。

　

ロ　当該資産除去債務の金額の算定方法

　使用見込期間を本社事務所内の主要資産(取得価額10百万円超）の平均残存使用期間である８年と見積

り、割引率は1.04％を使用して資産除去債務の金額を計算しております。

　

ハ　当該資産除去債務の総額の増減

　
前事業年度

（自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日）

当事業年度
（自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日）

期首残高（注） 181百万円 183百万円

有形固定資産の取得に伴う増加額 － －

時の経過による調整額 1 1

資産除去債務の履行による減少額 － －

その他増減額（△は減少） － －

期末残高 183 185
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（１株当たり情報）

　
前事業年度

（自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日）

当事業年度
（自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日）

１株当たり純資産額 1,415円90銭 1,658円35銭

１株当たり当期純利益金額 346円17銭 304円99銭

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 346円11銭 ―――――――

（注）１. 当事業年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在

　　　　　しないため、記載しておりません。　

      ２. １株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりで

　　　　  あります。

 
前事業年度

（自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日）

当事業年度
（自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日）

１株当たり当期純利益金額   

当期純利益金額（百万円） 27,036 22,453

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る当期純利益金額（百万円） 27,036 22,453

期中平均株式数（千株） 78,101 73,622

   

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額   

当期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（千株） 11 －

（うち新株予約権（千株）） (11) －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり当期純利益金額の算定に含めなかった潜

在株式の概要

――――――― 平成23年11月30日取締役会決議ス

トックオプション

新株予約権１種類（844,000個）

　　　　普通株式（844,000株）　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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④【附属明細表】

【有価証券明細表】

有価証券の金額が資産の総額の100分の１以下であるため、財務諸表等規則第124条の規定により記載を省略し

ております。

　

【有形固定資産等明細表】

資産の種類
当期首残高
（百万円）

当期増加額
（百万円）

当期減少額
（百万円）

当期末残高
（百万円）

当期末減価償却
累計額又は償却
累計額
(百万円)

当期償却額
（百万円）

差引当期末残高
（百万円）

有形固定資産        

建物 8,386 250 28 8,609 4,700 187 3,909

構築物 347 10 － 358 287 7 70

機械及び装置 2,684 95 － 2,779 2,167 102 612

車両運搬具 264 － 43 220 188 21 31

船舶　　 － 26 － 26 7 7 18

工具、器具及び

備品
8,891 805 631 9,064 7,606 924 1,458

貸与資産　 1,304 － 121 1,182 1,118 180 64

土地 6,370 － － 6,370 － － 6,370

建設仮勘定 4,800 5,106 138 9,768 － － 9,768

その他 41 － － 41 41 6 －

有形固定資産計 33,090 6,295 964 38,421 16,117 1,436 22,304

無形固定資産        

のれん　 － － － 385 385 49 －

ソフトウェア － － － 3,243 2,971 228 271

ソフトウェア仮勘定 － － － 310 － － 310

その他 － － － 27 － － 27

無形固定資産計 － － － 3,967 3,357 278 610

長期前払費用　 1,131 221 － 1,353 1,163 220 190

　（注）１. 当期増減額のうち主なものは、次のとおりであります。

  建物 増加額（百万円） 社内工事等 156

　工具、器具及び備品
増加額（百万円） 金型等 803

減少額（百万円） 除却　 630

　貸与資産 減少額（百万円） 売却・除却 121

  建設仮勘定 増加額（百万円） 箱根迎賓館工事代等 5,106

２．無形固定資産の金額が資産の総額の１％以下であるため「当期首残高」、「当期増加額」及び「当期減少

額」の記載を省略しております。

　

【引当金明細表】

区分
当期首残高
（百万円）

当期増加額
（百万円）

当期減少額
（目的使用）
（百万円）

当期減少額
（その他）
（百万円）

当期末残高
（百万円）

貸倒引当金 1,803 1,127 7 (注) 58 2,865

投資損失引当金 200 － －  － 200

賞与引当金 175 200 175  － 200

　（注）一般債権の貸倒実績率の洗替による減少額及び債権回収による減少額であります。
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（２）【主な資産及び負債の内容】

①　流動資産

１）現金及び預金

区分 金額（百万円）

現金 37

預金  

普通預金 7,685

当座預金 14,526

その他 3,100

小計 25,313

合計 25,350

 

２）受取手形

(イ)相手先別内訳

相手先 金額（百万円）

㈱一六商事 289

㈱ガイア 199

㈱キング観光 127

㈱タツミコーポレーション 119

㈱正栄プロジェクト 112

その他 5,616

合計 6,465

　

(ロ)期日別内訳

期日別 金額（百万円）

平成25年４月 2,190

５月 2,012

６月 1,499

７月 648

８月 106

９月以降 6

合計 6,465
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３）売掛金

(イ)相手先別内訳

相手先 金額（百万円）

㈱マルハン 3,873

Aruze Gaming America, Inc. 442

㈱オザム 148

日本将棋ネットワーク㈱ 67

グーグル・ペイメント㈱ 52

その他 572

合計 5,158

 

(ロ)売掛金の発生及び回収並びに滞留状況

当期首残高
（百万円）

当期発生高
（百万円）

当期回収高
（百万円）

当期末残高
（百万円）

回収率（％） 滞留期間（日）

(A) (B) (C) (D)
(C)

─────
(A) ＋ (B)

× 100

(A) ＋ (D)
─────
２

──────
(B)

─────
365

2,261 108,916 106,020 5,158 95.4 12.4

　（注）　当期発生高には消費税等が含まれております。

 

４）商品及び製品

品目 金額（百万円）

商品　 　

パチスロ機・パチンコ機 0

小計 0

製品  

パチスロ機・パチンコ機 8

周辺機器 131

小計 139

合計 139

 

５）仕掛品

品目 金額（百万円）

パチスロ機・パチンコ機 3,707

周辺機器 1,435

アミューズ機 34

合計 5,176
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６）原材料及び貯蔵品

品目 金額（百万円）

原材料  

パチスロ機・パチンコ機 17,033

周辺機器 1,927

アミューズ機 145

小計 19,106

貯蔵品  

証紙・許諾証 11

消耗品 12

その他 4

小計 28

合計 19,135

  

②　固定資産

１）関係会社株式

相手先 金額（百万円）

Aruze USA, Inc. 53,353

Universal Entertainment Hong Kong Limited 4,501

Food Scope America, Inc. 1,115

㈱メーシー 680

泉文化創意投資集團有限公司 303

㈱エレコ 10

㈱ミズホ 10

㈱UEテック 10

その他 15

合計 59,997

　　

２）関係会社長期立替金

相手先 金額（百万円）

TIGER RESORT, LEISURE AND ENTERTAINMENT,INC. 5,461

Universal Entertainment Hong Kong Limited 4,389

Aruze USA, Inc. 2,892

KO Dining Group Limited 1,710

その他 186

合計 14,640
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③　流動負債

１）支払手形

(イ)相手先別内訳

相手先 金額（百万円）

㈱内藤商会 1,905

兼松㈱ 1,779

飯田通商㈱ 1,046

旭化工㈱ 828

オグラ金属㈱ 689

その他 6,308

合計 12,559

 

(ロ)期日別内訳

期日別 金額（百万円）

平成25年４月 4,669

５月 3,902

６月 3,175

７月 813

合計 12,559

 

２）買掛金

相手先 金額（百万円）

兼松㈱ 521

オグラ金属㈱ 117

㈱ヤマダ 113

加賀電子㈱ 98

シリコンテクノロジー㈱ 93

その他 371

合計 1,315

 

３）未払法人税等

区分 金額（百万円）

法人税、住民税及び事業税 15,500

合計 15,500

　

　

（３）【その他】

①　決算日後の状況

　特記事項はありません。

②　訴訟

　　該当事項はありません。　
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第６【提出会社の株式事務の概要】

事業年度 ４月１日から３月31日まで

定時株主総会 ６月中

基準日 ３月31日

剰余金の配当の基準日 ９月30日、３月31日

１単元の株式数 100株

単元未満株式の買取り・買増し  

取扱場所

　

 (特別口座） 

東京都千代田区丸の内一丁目４番１号

三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

株主名簿管理人

　

（特別口座）

東京都千代田区丸の内一丁目４番１号

三井住友信託銀行株式会社

取次所 ───────

買取・買増手数料 株式の売買の委託に係る手数料相当額として別途定める金額

公告掲載方法

当会社の公告方法は、電子公告とする。但し、事故その他やむを得ない事由に

よって電子公告による公告をすることができない場合は、日本経済新聞に掲

載して行う。

公告掲載URL

http://www.universal-777.com

株主に対する特典 特になし

 （注）　　当社は定款において、単元未満株式についてその権利を次のとおり制限しております。

　  当会社の株主は、その有する単元未満株式について、次に掲げる権利以外の権利を行使することができない。

 （１）会社法第189条第２項各号に掲げる権利

 （２）会社法第166条第１項の規定による請求をする権利

 （３）株主の有する株式数に応じて募集株式の割当て及び募集新株予約権の割当てを受ける権利

 （４）株主取扱規程に定めるところにより、その有する単元未満株式の数と併せて単元株式数となる数の株

式を売り渡すことを請求する権利
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第７【提出会社の参考情報】

１【提出会社の親会社等の情報】

　当社の金融商品取引法第24条の７第１項に規定する親会社等は、Okada Holdings Limited及び岡田ホールディング

ス合同会社であります。

　

２【その他の参考情報】

当事業年度の開始日から有価証券報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

(1)有価証券報告書及びその添付書類並びに確認書

事業年度（第39期）（自　平成23年４月１日　至　平成24年３月31日）平成24年６月29日関東財務局長に提出

 (2)内部統制報告書及びその添付書類

平成24年６月29日関東財務局長に提出

(3)四半期報告書及び確認書

（第40期第１四半期）（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）平成24年８月３日関東財務局長に提出

（第40期第２四半期）（自　平成24年７月１日　至　平成24年９月30日）平成24年11月２日関東財務局長に提出

（第40期第３四半期）（自　平成24年10月１日　至　平成24年12月31日）平成25年２月14日関東財務局長に提出

(4)臨時報告書

平成24年６月29日関東財務局長に提出

 企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の２（株主総会における議決権行使の結果）の規定に基

づく臨時報告書であります。

平成25年６月28日関東財務局長に提出

 企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の２（株主総会における議決権行使の結果）の規定に基

づく臨時報告書であります。

(5)自己株券買付状況報告書

報告期間（自　平成24年６月１日　至　平成24年６月30日）平成24年７月５日関東財務局長に提出　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独立監査人の監査報告書及び内部統制監査報告書

　　

 平成25年６月28日

株式会社ユニバーサルエンターテインメント  
 
 取締役会　御中  

 

 UHY東京監査法人  

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 原　伸之　　　　　印

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 谷田　修一　　　　印

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 鹿目　達也　　　　印

　

＜財務諸表監査＞

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第1項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている

株式会社ユニバーサルエンターテインメントの平成24年4月1日から平成25年3月31日までの連結会計年度の連結財務諸

表、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結包括利益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結キャッシュ・フ

ロー計算書、連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項、その他の注記及び連結附属明細表について監査を行った。

　

連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結財務諸表を作成し適正に

表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結財務諸表を作成し適正に表示するために

経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結財務諸表に対する意見を表明するこ

とにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準

は、当監査法人に連結財務諸表に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、

これに基づき監査を実施することを求めている。

監査においては、連結財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当監

査法人の判断により、不正又は誤謬による連結財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用され

る。財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の

実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、連結財務諸表の作成と適正な表示に関連する内部統制を

検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含

め全体としての連結財務諸表の表示を検討することが含まれる。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

　

監査意見

　当監査法人は、上記の連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会

社ユニバーサルエンターテインメント及び連結子会社の平成25年3月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する連

結会計年度の経営成績及びキャッシュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

　

強調事項

１. 「連結貸借対照表関係5.」及び「追加情報(訴訟)」に記載のとおり、Aruze USA Inc.が保有するWynn Resorts,

Limited株式をWynn Resorts,Limitedが償還を決定したことに対して訴訟を提起しているが、本訴訟の結果により発

生する可能性のある影響を確実に見積もることが困難である事実を踏まえ、Wynn Resorts,Limited株式に対しては従

前の持分法による会計処理を引き続き踏襲していた。しかしながら、会社の取締役会長岡田和生氏がWynn Resorts,

Limitedの取締役の地位を辞任したことに伴い影響力がなくなったものとして、当連結会計年度末をもってWynn

Resorts,Limitedを持分法適用対象から除外し、Wynn Resorts,Limited株式を取得原価で評価している。
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２. 「連結貸借対照表関係6.」及び「追加情報（第三者委員会会計専門補助者・独立監査人によるメモランダムに対す

る当社の対応）」に記載のとおり、過去に行われた取引のうち2,500万ドルについて、会社は当連結会計年度において

必要な会計処理を行っている。

３. 「連結貸借対照表関係8.」、「連結損益計算書関係4.」及び「追加情報（第三者委員会の提言に対する当社の対

応）」に記載のとおり、過去に行われた取引のうち1,000万ドルについて、会社は当連結会計年度において必要な修正

を行っている。

当該事項は、当監査法人の意見に影響を及ぼすものではない。

　

＜内部統制監査＞

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第2項の規定に基づく監査証明を行うため、株式会社ユニバーサルエンターテ

インメントの平成25年3月31日現在の内部統制報告書について監査を行った。

　

内部統制報告書に対する経営者の責任

経営者の責任は、財務報告に係る内部統制を整備及び運用し、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に

係る内部統制の評価の基準に準拠して内部統制報告書を作成し適正に表示することにある。

なお、財務報告に係る内部統制により財務報告の虚偽の記載を完全には防止又は発見することができない可能性があ

る。

　

監査人の責任 

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した内部統制監査に基づいて、独立の立場から内部統制報告書に対する意見を表

明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の監査の基準に

準拠して内部統制監査を行った。財務報告に係る内部統制の監査の基準は、当監査法人に内部統制報告書に重要な虚偽表

示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき内部統制監査を実施することを

求めている。

内部統制監査においては、内部統制報告書における財務報告に係る内部統制の評価結果について監査証拠を入手するた

めの手続が実施される。内部統制監査の監査手続は、当監査法人の判断により、財務報告の信頼性に及ぼす影響の重要性に

基づいて選択及び適用される。また、内部統制監査には、財務報告に係る内部統制の評価範囲、評価手続及び評価結果につ

いて経営者が行った記載を含め、全体としての内部統制報告書の表示を検討することが含まれる。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

　

監査意見

当監査法人は、株式会社ユニバーサルエンターテインメントが平成25年3月31日現在の財務報告に係る内部統制は有効

であると表示した上記の内部統制報告書が、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の評価

の基準に準拠して、財務報告に係る内部統制の評価結果について、すべての重要な点において適正に表示しているものと

認める。

　

強調事項

　内部統制報告書の「特記事項」に、平成25年6月21日付で受領した第三者委員会調査報告書における過年度のコーポレー

トガバナンス及び内部統制システムの検討、及び再発防止に対する提言に関する内部統制の是正についての記載がある。

当該事項は、当監査法人の意見に影響を及ぼすものではない。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

　以　　上

（注）１．上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管しております。

２．連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の監査報告書

 

 平成25年６月28日

株式会社ユニバーサルエンターテインメント  
 
 取締役会　御中  

 UHY東京監査法人  

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 原　伸之　　　　　印

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 谷田　修一　　　　印

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 鹿目　達也　　　　印

 

　　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第1項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられてい

る株式会社ユニバーサルエンターテインメントの平成24年4月1日から平成25年3月31日までの第40期事業年度の財務諸

表、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、重要な会計方針、その他の注記及び附属明細表について監

査を行った。

　

財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成し適正に表示

することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が

必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から財務諸表に対する意見を表明することに

ある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当

監査法人に財務諸表に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基

づき監査を実施することを求めている。

監査においては、財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当監査法

人の判断により、不正又は誤謬による財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。財務諸

表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際し

て、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、財務諸表の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、

監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての

財務諸表の表示を検討することが含まれる。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

　

監査意見

　当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社ユ

ニバーサルエンターテインメントの平成25年3月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する事業年度の経営成績をす

べての重要な点において適正に表示しているものと認める。

　

強調事項

「追加情報（第三者委員会の提言に対する当社の対応）」に記載のとおり、過去に行われた取引のうち1,000万ドルに

ついて、会社は当事業年度において必要な修正を行っている。

当該事項は、当監査法人の意見に影響を及ぼすものではない。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上

　（注）１．上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管しておりま

す。

２．財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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